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l研究所だより（本文10頁~12頁）l 
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1番草の収穫
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石川 畜産試験場

三元交雑肉豚の肉質調査

（系統豚組合せ試験）



＇ 地域の動き（本文27頁~29頁） l 

菊池水源（菊池市深葉）

菊池JIIのみなもとをなす菊池水源。

水温は13度の冷たさて、うっそう
とした原牛林におおわれている。
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（菊池郡合志町竹迫）

l 1135tの灼焚処理能力をもつ

（平成3年図ム域畜哨環瑳対策市業）



i-日本獣医師会における
最近の話題

「畜産技術」誌より何か提言をとの原稿依頼

てありましたが，貴誌が広く畜産技術者に対

する情報誌の役目を果たしておられますのて',

私は若干趣を変えて， いま日本獣医師会が当

面している大きな 2つの問題についてお伝え

したいと考えます。

社団法人日本獣医師会は，全国53の法人格

を有する地方獣医師会が会員てあり， その構

成員は約25,000名余てあります。

さてその 1つは獣医師法の改正と獣医療法

の制定てあります。現在の獣医師法は昭和24

年に出来たものてあり，その間昭和52年第

100国会において獣医学教育 6年制脱皮への

法改正が行われましたが， この度，実に43年

ぶりに去る 5月13日第123国会を全会一致て‘

通過し，新たに獣医療法が制定されると共に，

獣医師法の全面改正が行われました。同時に

所謂畜産3法として家畜改良増殖法の改正も

みたのてあります。

船の獣医師をめぐ‘る情勢は，畜産業がわ

が国農業総生産額の約30%を占める碁幹産

業へ成長すると共に，一般家庭における小動

物の飼育が広く普及し， また，獣医療技術は

新たな診療機器の普及，動物用医薬品の開発

等により高度化が進んてまいり， さらに家畜

の多頭化飼育に伴う家畜衛生上の諸問題ヵ浮斤

たに浮上してきております。

また，一方ては，動物愛護の問題や安全な

食品を希求する消費者ニーズの高まりと共に，

細用医薬品の適正使用等もいよいよ重要と

なってまいりました。

また，産業動物獣医師の高齢化が進み， そ

の確保は日毎に困難の度を加えつつあります

が，この変革の時期にもかかわらず，長期問

杉山文男
(Humio Sugiyama) 
日本獣医師会会長

置き去りにされていた法改正が行われたこと

は画期的なことと高く評価されるべきてあり，

これて‘こそ来るべき 21世紀への獣医業を担

保てきるものとかた＜信じております。

その 2は世界獣医学大会を199芽F-(平成 7

年）わが国て招致することになり，横浜の国

際年彰湯て開催することとなりました。

世界獣医師会は1863年ドイツのハンプル

グて第 1回大会が開催されたのをP嵩矢とし，

以来132年にわたりますが，類似の医学関係

国際団体としては最も歴史の長いものてあり

ます。

世界獣医師会は77ケ国のナショナルメン

バーと 20に及ぶ学術団体のアソシエートメ

ンバーや， WHO,OIE,FAOなどの国際機関

て構成され， その本部はスペインのバルセロ

ナに在ります。会の目的とするところは，世

界各国の獣医師が互いに手を取り合って，獣

医学の発展を期することてあり， そのため，

各国の獣医師会と獣医領域の国際学術団体と

の団結を強くし， 4年目毎に世界獣医学大会

と学会を開催して，獣医学術情報の交換や，

獣医学教育の改善を助長し， また獣医業の社

会的地位の向上を図り， その他関連団体との

友好関係を維持増進することなどを活動の目

標としております。

昨年の 8月，ブラジルのリオ・デ・ジャネ

イロの大会て‘，対立候補のオーストリアとス

ペインを大差て破り，アジア地区ては初めて

わが国に決定したものて‘，今後3年半後の開

催に向けその国際貢献を期 し，目下組織委員

会を作ってその準備に大童てあります。なに

とぞ関係各位の深い：：：：,理解とご支援を願って

やみません。

畜産技術 1992年 7月号 、~
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養飼料作物の

多収栽培技術

モロコシ・ソルガム

ーライムギ体系

三井安麿
(Y asumaro Mitsui) 

富田耕太郎
(Koutaro Tomita) 

千葉県畜産センター
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はじめに

飼料作物の単収向上を図るためには，現在

の基本的作付体系の改善要因を解析し，耕地

利用率の向上を図るとともに自給飼料の生産

コストを如何に引き下げられるかが重要なボ

ィントになる。

温暖地における飼料作物の基幹草種は夏作

物のトウモロコシて‘， これを最良の条件て栽

培・収穫するには早播き (4月播種）が有利

とされている。一方， その前後作としてはイ

タリアンライグラスやエンバク等が栽培され

ているものの，収量性・貯蔵性の面て安定し

ていないのが現状てある。

このような背景から，夏または夏秋2作体

系が考えられ，省力化と安定多収の面て利点

の多いトウモロコシとソルガムの混播栽培が

増えてきている。この体系は，温暖な気候を

生かし， 1番刈りはトウモロコシ主体て収穫

し，再生刈りをソルガムて‘‘収穫しようとする

サイレージ利用を主眼においたものてある。

しかし，この体系ては冬期間に，は場が空〈

ため，糞尿の施用には余裕があり有利な1本系

てあるが， この時期に飼料作物を栽培し土他

利用の高度化を図ることも重要てある。

そこて‘， トウモロコシとゾルガムの混播栽

培に冬作としてライムギを導入した，年2作

の3回刈り作付体系の組み立てを検討した。

試験方法

試験 I ソルガム品種の検討

(1) 供試草種・品種：トウモロコシ (P3352)

ソルガム (P956,FS -4, スズホ.TH851. 

NSA300. FS305. X8280. HS-G) 

(2) 播種法及び播種量：畦巾65cm,同一畦罷

播， トウモロコシ株間20cm, ゾルガム7.5cm 

(3) 播種月日： 4月23日

(4) 刈取月日： 8月17日， 11月27日

試験II 組合せ品種の検討



I)供試草種 ・品種：トウモロコシ

~S68. P3352) ソルガム (FS-4. FS403. SG 1 

A) 

(2) ! 番種法及び播種量：畦巾65cm,

醤， 株間トウモロコ シ20cm,

(3)播種月日： 5月 1日

拭験III

(3)播種月 日

(Tl200. 

同一畦混

ソルガム5cm

4)刈取月日： 1番刈ー 8月 7'

2番刈ー11月19日

ライムギの播種時期の検討

14, 

1.12.19. 27日.1月9.16日の 9播種期

14)刈取月 8: 4月30日

鴎 IV 作付体系の実証

1)面積： 70mX28m=l9.6a 

168 

4)刈取月日：混播 8月24日，

22日

1)供試品種：春一番，

12)播種籠及び播種法： 0.6kg/aの密条播

: 11月7.14.21.日.12月

2)作付体系：トウモロコシ (P3352)とソル

がム (P956) 

混播＋ライムギ（ハルワセ）

3)播種月日：混播 4月20日， ライムギ11月

11月14日

ライムギ 4月22日

腹

作1寸体系の確立のために体系化に必要な碁

馴試験と実証試験に分けて検討した。

暉 I

罷播栽培においては ソルガムの安定生産が

問題となっているが，

芽率が大きく異なるためて',

の特性について検討した。供試品種のなかて‘

はP956.FS-4. NSA300. FS305. X8280がほ場

出芽率45-55%と安定していた。

品種は兼用型或はゾ Jレゴー型の感温性品種を

1番草のトウモロコシの生

育 ・収量に大きな差がなかった。再生草の生

育が安定した登熱（開花期以降），収醤を確保

てきたのはFS305.FS-4てあった。

用いるかぎり，

混播に用いるソルガムの品種は，

FS4が出芽率， 熟期，

ソルガムは低温時の出

試験 Iては品種

ソルガムの

FS305. 

収量から見て適してい

た。また， P956も1番の茎数さえ確保て‘‘きれ

ば有望てあった。秋の生育が不良なスス｀ホ・

TH851. X8280. NSA300. HS-Gは混播には

適さないと考えられる。

試験II

混播栽培の場合，品種の組合せによって生

産性を大きく 左右す るため，

作期に適したソルガムの品種を検討した。

トウモロコシの

2回刈りの合計乾物収量はNS68とFS403

の組合せが265kg/aと最も多収て', P3352と

SGlAの組合せが217kg/aと最も低かった。組

合せ別に見るとトウモロコシの品種をNS68

を使った区が最も高く，

の順てあった。

以下Tl200> P3352 

ソルガムの品種て‘‘見ると

（トウモロコシFS403は 1番刈りが 8月 7日

RM105)の場合有利て', FS-4は 1番刈りが 8

表1
ソルガムの品種比較
一—

乾物収量kg

1番刈 再生

トウモロJシソルガムソルガム
合計

‘ノルガム熟期

1番刈 再生

乾物率（％）

1番刈 再生

茎数（百本）

ソルガム

1番刈再生
P956 

fS、4

双・ホ

THss1 

NSA300 

FsJos 

X8180 

HふG

221 

228 

213 

251 

218 

183 

186 

227 

7

8

6

2

6

6

6

3

 

59 

100 

60 

57 

80 

IOI 

57 

59 

287 

336 

279 

310 

304 

290 

249 

289 

葉

葉

間

間

葉

葉

学

間

止

止

節

節

止

止

穂

節

熟

花

熟

熟

花

花

熟

花

乳

開

乳

乳

開

開

乳

開

33 

33 

33 

33 

34 

33 

34 

34 

28 

24 

30 

26 

27 

24 

26 

25 

12.8 

12.3 

10.3 

7.7 

13.8 

12.8 

12.3 

4.6 

9

5

8

3

5

5

9

4

 

•••••••• 5

9

0

2
ー

0

6

6

ー

1

|

_

2

2
ー

ー

草丈(cm) ソルガム

1番刈 再生ほ場

トウモロコシソルガムソルガム出芽幸（％）

49 

45 

10 

12 

55 

49 

51 ， 

318 

306 

310 

318 

311 

314 

306 

311 

106 

127 

II 0 

72 

97 

105 

II 0 

125 

176 

199 

165 

136 

146 

212 

158 

148 
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表 2 トウモロコシ、ソルガムの品種組合せ

品種 乾物収量(kg) ソルガム熟期

トウモロコシ 1番刈 再生

ソルガムトウモロコシソルガムソルガム 合青十 1番刈再生I FS-4 
151 25 74 250 出穂

Tl200 FS403 137 24 83 244 出穂

SGIA 143 26 65 234 出穂

[ FS-4 172 24 62 258 乳熟

NS68 FS403 187 21 57 265 乳熟

SGIA 177 22 51 250 出穂

(FS-4 194 23 27 244 

P3352 FS403 I 98 5 31 234 

SGIA 178 15 24 217 

月7日， 14日（トウモロコシRM105, 113)の

場合て有利てあった。 2回刈りの内訳て見る

とトウモロコシの生育期間が長くなるほど 1

番刈りの割合が増加し，逆に短くなるほど割

合は減少する 。乾物率は 1番刈りては各区と

も大差はなく， 2番刈りにおいて熟期の進行

しないP3352の区て''19-20%と低かった。

ソルガムの再生を茎数てみると 8月 7日刈

りのT1200区ては 1番草に比較して 2番草の

茎数が 5割程度増加していたのに対し， 8月

14日刈りのNS68区ては 1番草と 2番草はは

ば同程度てあった。 しかし， 8月22日刈りて‘

ある P3352区ては 2番草の茎数が減少する傾

向てあった。

混播栽培ては 2番草の収鼠を確保すること

が問題の 1つてあるが，再生ソルガムの熟期

は品種によって異なり， SGlAは 1番刈りの

時期にかかわらず，再生ては穂ばらみまて‘し

か達せず， FS403は8月 7日刈りて出穂そろ

いに至ったが， 8月14日刈りては出穂期にと

どまった。 FS-4は最も熟期が進行し， 8月 7

表 3 ライムギの播種時期と生産性

播種時期 草 丈 乾物収量

cm kg/a 

II月7日 137 126 

14日 139 75 

21日 129 62 

28日 109 48 

12月5日 72 10 

12日 55 8 

12月19日

〇 畜産技術 1992年7月号

開花

出揃

穂学

開花

出穂

穂辛

穂学

穂学

穂争

乾物率 茎数（千本）

ソルガム

1番刈再生 1番刈再生

24 24 17.7 26.2 258 

22 23 14.6 25.6 250 163 137 

24 21 17.7 21. I 243 137 151 

25 23 26.7 26.2 272 128 139 

27 22 16.9 22.0 252 125 130 

26 21 17.9 21.0 245 141 131 

31 19 26.2 15.4 258 104 107 

30 19 7.6 27.7 287 115 106 

28 20 19.2 16.9 277 131 84 

日， 14日刈りては開花期まて進行した。此

いずれの品種においても 8月22日の刈取り（

は穂ばらみまて‘しか達しなかった。

試験III

混播栽培ては， ほ場の休閑期間が冬期鄭

限られた時期てあり， この期間て栽培の可稲

性が高いライムギの作期について検討した。

ライムギは12月19日以降の播種ては霜割

甚だしく定着しなかった。刈取時期を一定i:

した場合，乾物収量は播種時期が早いはど多

収になり，実用的収量からみると 11月28財

ての播種て‘乾物収量約5_0kg/aを示した。

刈取り熟期は生育期間の長い早播きはと，，追

行し，最も早播きてある 11月7日ては開花枡

めてあった。また， 出穂茎が見られる播種晩

限は12月5日て， これより遅播きては出穏i

て逹しなかった。乾物率は早播きて高くなる

傾向があったが大きな差てはなかった。

試験IV

試験 I-IIIの碁礎試験を基にトウモロコ

シ・ソルガムの混播とライムギを組み込んだ

乾物率 熟 期

％ 
g 

18.4 開花始
2.48 

13.5 出穂揃 I .60 

15.6 ／／ 
I .08 

12.7 出穂期
1.25 

13.9 出穂始
0.32 

14.6 節間伸長
0.34 



表4作付体系の生産量

作 物 トウモロコシ＋ソルガム

詰込乾物量 1642kg 

作業ロス量 383kg 

材料草乾物率 37.4% 

衷5作業別所要時間(10a)

！ 作
業 夏作(2回刈） 冬 作

hr hr 

匠肥敬布 1.9 1.8 

耕起・整地 1.4 1.3 

篇肥・播種 1.3 0.1 

. !I土・鎮圧 0.2 0.4 

餘草剤散布 0.3 

収穫・運搬 3.0 0.7 

計 8.1 4.3 

闘体系を実証規模て＂検討した。

混播栽培は 1作目の収醤に重点を置いたト

ウモロコシの品種を用いたため， 1作目の乾

翻込み量て1.6t/10aと目標収量は確保てき

屈，作業の都合て刈取時期が遅れたため雌

息や葉の脱落により収穫ロスが全体の19%に

及んだ。

2作目の再生ソルガムは， 1番草の遅れか

ら詰込み乾物収量て'0.4t/10aと計画よりも大

じ噂収した。また， 1作目と 2作目を合計

した所要作業時間は収穫・運搬及び堆肥散布

嘆く全体の61%てあった。

3作目のライムギは播種時期が11月16日と

月かったため，乾物詰込み量て'O.5t/10aと若

渾となったが収穫ロス率も低くはば予定

通りあった。所要作業時間は堆肥散布て高く

全体/J)42%を要した。

蒻

トウモロコシとソルガムの混播にライムギ

頃み込んだ作付体系て‘ヽ，安定した収籠を得

H: めには組み合わせる品種が重要になって

（る。トウモロコシとソルガムの混播栽培て‘
Ii 

1 トウモロコシの生育日数が重要てあり，

リルガム
ては草型，早晩性及び出穂特性が品

ソルガム ライムギ 計

371kg 548kg 2. 561 kg 

63kg 446kg 

19.4% 31.9% 

種の組み合わせに大きく影響する。

トウモロコシの品種選定にあたっては，地

域の気象条件により異なるが，基本的には 1

番刈りて確実に収量を確保することが有利て‘

あった。このためのトウモロコシ品種は収塁

が安定し，後作の都合が良いRMll0-120程

度の品種が適する。これに対しソルガムは早

播きによる発芽抑制，草型，早晩性及び出穂

特性等，品種を選定する要因が多岐にわたっ

ている。本試験の結果から推測すると FS-4に

代表される兼用型ソルガムの感温性品種は，

各体系に対する適応性が高くトウモロコシの

RMllO, 120のいずれの品種にも混播が可能

てあった。これに対してFS-403に代表される

ソJレコ｀ー型ソルガムの感光性品種は再生の生

育期間が長い体系に有利なことから， トウモ

ロコシのRMllO品種との組み合わせが有望

てあると考えられる。

作付体系の実証試験結果からみると，作物

の有効積算温度から換算して限界の体系てあ

り，気象条件や作業の遅延により生産性に影

響を及ぱした。 1番刈りては有効積算温度

10℃以上て1100-1200℃，再生刈りては有効

積算温度13℃て'500-570℃ を確保することが

必要と推測される。一方ライムギは生育適温

の下限と考えられる 7℃以上の有効積算温度

を生育期前半て‘計算すると，越冬前に

65-70℃以上確保て‘‘きるように播種しないと

春先の生育が抑制された。

当地ての気温に当てはめると表 6の通りに

なり， 4月下旬に混播栽培の播種期を想定し
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表 6 平均気温の有効積算温度からみた播種及ぴ刈取時期の関係

作 付 体 系
混 播 有効積算温度 1番草 有効積算温度 再 生 草 有効積算温度

播種月日 (I 0℃) 刈取月日 (13℃) 刈取月日 (7゚C)

トウモロコシ・ソルガム＋ライムギ 月日 ℃ 月日 ℃ 月日 ℃ 

RMl20・ 感温性＋早生 4.29 1200 8.15 512 11 .10 69 

トウモロコシ・ソルガム＋ライ麦

RMI 10・ 感光性＋早生 4.29 1118 8.10 580 11. 10 69 

た場合，トウモロコシのRM120に感温性のソ

ルガムを組み合わせた場合及びRMllOに感

光性品種を組み合わせた，いずれの体系ても

栽培が可能てあると推測される。本試験の結

果， トウモロコシはP3352(RM118)を用いた

ため 1番刈りの刈取期（黄熟期）がやや遅れ，

これにより 2番以降の収量を低下させた。

しかし， 3作合計の乾物収量は3.Ot/lOa以

上，乾物詰め込み収量は2.5t/10aて利用収量

としてはほば目標を達成て‘‘きた。この実証試

験の生産籠は碁礎試験の結果と一致した。
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加茂 幹男 畜産試験場飼養技術部施設利用研究室長（農林水産省技術会議事務局振興課研究調整官）

(6月 2日付け）

藤田 和夫 家畜改良センター新冠牧場付 派遣職員：中華人民共和国甘粛省畜牧庁飼草飼料研究所へ
（家畜改良センター新冠牧場次長）

(6月 5日付け）

堤 英隆大臣官房予算課長（畜産局畜政課長）

遠藤保雄 畜産局畜政課長（畜産局牛乳乳製品課長）

川村秀三郎 畜産局牛乳乳製品課長（林野庁業務部業務第 2課長）

1 0阿部猛夫氏 日本農研賞受賞

1 闘日本農業研究所による第15回（平成 3年度）日本農業研究所賞は，畜産関係て阿部猛夫氏（家畜改

1 良事業団顧問）が「豚の系統造成法に関する研究とその実際的応用」て受賞された。

I 山本康太郎 退職 (JIDF(初日本国際酪農連盟理事）
I -------- ------- - ---

人の動 き

◎校正ミスの訂正とお詫び

畜産技術 6月号 (445号）に，重大な誤りがありましたのて‘‘， ここに訂正し，深くお詫び申し上

げます。

● 31頁表 1の下，上から 6行目，左から 10字目

関係が否定されたの全てある。………の仝は不用て‘‘す。取り消しをお願いします。
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厨□ T E C H N O L O G Y 

核移植によるクローン家畜の
作出技術

高橋清也 (SaiyaTakahashi) 

SF小説の世界ては クローン人間を題材と

したものが数多く出されているが， 最近SFだ

IIてなく現実にクローン動物という 言葉が取

lり上げられるようにな った。クローンとは生

物学において同一の遺伝資源をも つ個体群を

酎用語てある。哺乳動物てはまれに生ずる

備性双子がクローンてあるが， それ以外に

は自然界に存在しない。牛などの単胎動物て‘‘

臼 昭双子が生まれる確率は極めて低いた

り， 入為的にそれを作出した産業的， 学術的

頃用することを目的としたのがクローン家

翻作出技術てある。この分野の研究の背景

国家畜の胚移植関連技術の発達により発生

醐の胚を体外て操作することが可能となり，

さらに操作した胚を再び子宮内に移植するこ

l I: よって産子を得ることが可能となったこ

しがある。受精後，胚は生殖器内て細胞分裂

（輝l)を行なって細胞数を増加させながら

様々 な組織・器官に分化していく 。分化の程

訊が低い段階て‘胚を 2つに分離すると，分離

された胚はそれぞれ個体にまて‘‘成長する。 こ

灰とを利用して一卵性の双胎子を作出する

噸の分離技術てある。さらに最近は，両

繍て成功している核移植を哺乳動物に応用
tる‘

ゞとによって胚の複製を行なうための研

籾実施されている 。今回は最近の核移植に

関する研究について紹介する。

枝移植の基本的な技術はMcGrath and 
~olterによ

るマウスの前核置換をもとにして

農林水産省畜産試験場繁殖部

いる。彼らは胚の顕微操作を行う際に溶液中

にサイトカラシンBとコルセミドを添加し，

卵細胞質内の細胞骨格を一時的に消失させる

ことによる，細胞膜を破壊することなく核を

抜き取ることを可能にした。さらに核を細胞

質に移植する方法としてSendaivirusによる

細胞膜融合を利用した。これらの手法によっ

て核移植技術は高い再現性を得ることがて‘‘き

た。家畜ては1986年にWilladsenが核を除去

した羊の未受精卵に16細胞期胚割球の核を移

植して産子を得たのが最初の報告てある。現

在まてに牛，豚，羊および兎において核移植

による産子の生産が報告されている。家畜に

おける核移植の具体的な方法はWilladsenの

報告に甚づいている。すなわち，微小なマイ

クロヒ°ペットを用いて未受精卵の染色体を第

一極体付近の細胞質とともに吸引・除去し，

個々に分離した胚割球を囲卵腔内に挿入する。

次いて‘，胚割球と除核細胞質を電気パルスに

よる細胞融合によって融合する。研究の初期

にはレシヒ°エント卵として過剰排卵処理を行

った雌畜の卵管から受精卵あるいは排卵卵子

を回収し用いていた。レシピエント卵子の除

核は確実に行われることが必要て‘，研究者に

より様々な工夫がされている。 Roblらは卵管

から回収した牛前核期卵を超遠心し，卵細胞

内を不鮮明にしている脂肪粒を遍在すること

により前核を確認し，核を除去する方法をと

った。 WilladsenおよびPratherらは過剰排卵
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処罹後，卵管から排卵卵子を採取し，第一極

体側の卵細胞質を大きく取り除くことによっ

て核を除去した。グラナダ社のグループは未

受精卵を二分割し，透明帯に還納してレシヒ°

エント卵として用いている。除核の成否は

DNAと特異的に結合する蛍光色索を用い，核

（染色体）を確認することによって行う。アク

リジンオレンジ，ヘキスト 33342等て‘染色し，

蛍光顕微鏡下て‘‘特定の波長光て励起すること

により，蛍光を発する核（染色体）を確認する

ことがてきる。しかし， この場合励起光とし

て用いる紫外線は細胞に対し害作用を持った

め，紫外線照射時間をてきるだけ短くする必

要があり，さらに紫外線による細胞傷害の程

度について検討することが必要て‘あろう。

これら受精卵あるいは排卵卵子を用いる方

法はいずれも卵子の供給源として数多くの雌

畜を必要とするために， コスト的に問題があ

ると考えられていた。しかし，最近ては牛に

おいて屠畜場由来の卵巣から採取した未成熟

卵を体外培養により第二成熟分裂中期まて成

熟させた体外成熟卵子を用いることによって，

低コストて核移植胚を作出することが可能と

なっている。また， これまての核移植の成功

例ははとんどが羊卵管内の生体内培養による

ものてあるが， この方法は移植・回収といっ

た操作や煩雑てあり，また生きた羊を用いる

ことからわが国において一般的にはなりにく

いと考えられる。牛島らは体外受精卵の培養

に用いられている体外培養法を核移植胚に適

用して良好な成績をおさめている。このよう

に卵胞内卵子の体外成熟法や胚の体外培養法

が核移植にも応用されており，さらに今後は

このようなプロセスが一般的となるてあろう。

核移植のドナーとしてはてきるだけ多くの

同一形質を有するドナー核を用いることが望

ましい。より発生の進んだ胚は割球数が多い

R 畜産技術 1992年 7月号

ことから， Smith& wilmutは羊の胚盤胞麒

の内部細胞塊細胞をドナーとして核移植を行

い，産子を得ることに成功した。しかし16細

胞期胚割球をドナーとした場合と比較すると ， 
融合率，発生率が低下することを指摘してい

る。 Collas& Roblも兎て内部細胞塊割球問

来の核移植による産子を得ているが，同様I:

その発生率は32細胞期胚割球を用いた場合1:

比べて低い。また，グラナダ社のグ）レープは

牛において過剰排卵処置後の発情 5または6

日目の新鮮胚，発情後 5日の凍結・融解胚お

よび核移植胚をそれぞれドナーとして核移植

を行い， いずれの場合ても核移植が可能てあ

ることを示している。このように核移植によ

って作出した胚割球を再びドナー核として11l

いる方法（継代核移植）によって，多数のク

ローン胚を得ることがてきると考えられてい

る。 しかしながら，同時に体外ての操作や陪

養によって染色体異常などのマイナス要因が

増大することも考えられ，無限に核移植可稲

とは考えにくい。継代核移植が可能な世代致

あるいはその発生能については今後さらに検

討がなされるてあろう。また別のアプローチ

として， Tsunodaらはマウスにおいて胎子の

始原生殖細胞の核移植を試みている。始原生

殖細胞は胎子体内て将来て卵子または精子i:

分化する運命をもつ細胞群て‘， その数は極め

て多いことから家畜において核移植のドナー

として用いることがてきればその意義は大き

いと考えられる。

現在のところ核移植によるクローン動物の

作出は実用的レベルには達していない。枝移

植胚がうまく分裂しない原因として，
卵の話

性化が十分に起こっていない場合がある。牛

の核移植において， Willadsenは体外成熟焙

養20-22時間の成熟卵を V シピエント
として

用いた場合，大部分の核移植胚は分裂しない



が，44-46時間培養した卵を用いると分裂する

瀑べている。 Roblらのグループは兎卵を用

いて排卵直後の未受精卵よりも加齢した未受

翻の方が電気剌激により活性化されやすい

ことを示している。細胞融合を誘起するため

Ii)電気剌激は同時に卵の活性化剌激をも兼ね

ている。電気剌激により卵の活性化が生じる

ことはマウス，牛，豚および兎て‘報告されて

いる。さらに加齢卵子において単為発生剌激

はり活性化する頻度が高いことは牛，豚お

よびマウスて示されている。一般に体外受精

I: 用いられる卵子は第二成熟分裂中期に達し

環もない時期のものが使われることと比べ

枝移植ては大きく異なる点てある。さらに

Ozilは兎において受精時の細胞質のCaイオ

ンの変化に注目して，独特の電気パルスを与

該ことにより単為発生を誘起し，高率に胚

騎まて発育させ得ることを報告している。

このように，核移植において融合（活性化）

嗚期および方法は重要なポイントてあると

考iられる。また， レシピエント卵（細胞質）

tドナー核の相互問係も重要てあろう 。異な

る細胞周期にあるこれらの細胞構成要索を一

つの細胞として正常に機能さ せようというの

t、’から，両者の機能的調和を考えねばならな

い。ドナー核の細胞周期をGl期とするのが

恥とも言われているが，結果は今後の研究

噂ねられている。

未受精卵に移植された核は初期化（リプロ

グぅミ‘／グ）という変化を受け，受精直後に

靭めて似た状態になると考えられているが，

具体的な初期化の過程についてはほとんどわ

かつていない。 Pratherらは豚において核移
植さ

れた核は膨化(swelling)し，前核とよく

紐変化を とることを報告している。また

Kankaらは牛に おいて電子顕微鏡とオート

うジオク'，—
フフィによって発生初期の核移植胚

と受精卵のRNAの合成パターンを比較し，両

者には大きな差がないことを示している。最

近，胚の初期発生に関与するといわれるいく

つかの遺伝子に関する研究が注目されており，

その進展にはめざましいものがあるが，核移

植における初期化の機構解明と併せて，この

分野の研究は今後中心的な役割を果たしてい

くものと考えられる。

これまて‘に米国およびカナダ国内て数百頭

規模の核移植牛の妊娠が報告されており，

1990年には米国のグラナダ社て‘一卵性の11頭

の子牛が生まれているといわれている。その

一方て‘，早くから商業ベースて積極的に核移

植に取り組んてきた米国の企業が撤退するな

どのニュースも聞かれる。核移植というマイ

クロマニピュレーションが強調して考えられ

やすいが， これまてに開発された胚移植技術，

体外受精技術および胚の体外培養技術などの

周辺技術を基礎として成り立っていることを

忘れてはならない。現在，核移植技術は実用

化の域には達していないが， それら周辺技術

の改良によっては十分実用化に近づくことが

予想され，より一層の技術的進歩が期待され

る。さらに将来的には胚性幹細胞や遺伝子導

入技術など他の発生工学的手法と組み合わせ

ることにより，核移植技術は強力な武器にな

り得るかも知れない。

個々の引用文献については省略させて項いた

が，総説をして次の一編を紹介する。

R.S.PRA THER & J.M.ROBL (1991) 

Cloning by nuclear transfer and embryo 

splitting in laboratory and domestic ani-

mals. 

in:Animal applications of research in mam-

malian development. ed. RA.PEDER-

SEN et al. Cold Spring Harbor Laboratory 

Press 
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国
畜産物の低コスト化，高品質化並ぴに経営の合理化をめざす

石川県畜産試験場

東志郎 (ShirouHigashi) 

石川県畜産試験場長

はじめに

多湿積雪地て‘‘水稲単作地域における本県の

畜産は，古くは能登を中心とした役牛馬の飼

養に始まり，馬耕の衰退と食生活の変遷によ

り，県民に対し安全て良質な畜産物を安定的

に供給するという重要な役割を果たしてきた。

近年，能登地区における国営農用地開発事

業や河北潟干拓事業の実施による粗飼料甚盤

の整備にともなう濃密生産団地の造成により，

土地に密着した大家畜生産の強化が図られる

とともに，量から質へと転換する県内消費者

ニーズの高まりから，畜産物の輸入自由化に

対応した域銘柄の造成が意欲的に取り組まれ

= 

⑱ 畜産技術 1992年 7月号

ている 。

本県の畜産物生産額は約180億円て，農業湘

生産額全体に対し18.2%を占め，米(55.1%)

につぐ‘部門となっている。

このような中て本県における畜産は，平成

12年を目標とした，ゆとり・豊かさ・快適さ

をめざした「石川21世紀農業・農村ビジョ；；」

を策定した中て，畜産農家が明るい希望をも

てる畜産経営の構築を前提とし，畜産物の低

コスト化，高品質化，経営の合理化を主体と

した研究開発が急務となっている。

2 . 沿革と概要

本県の畜産試験場は，明治38年陸軍から 3

頭の軍用馬の払い下げを受け，現県庁構内（金

沢市）て飼養したことを起源とし，翌明治39

年鹿島郡徳田村字白馬地区（現七尾市）に用

地lOOhaを取得し，石川県種畜場とし て設置

された。

大正14年，能美郡御幸村字串（現小松市）

に開設されていた，農林省石川種馬場の閉鎖

県移管にともない同所に移転し，以後，各種

____..... 



底畜の種畜業務が開始された。

騨 38年から40年にかけて，試験研究業務

等の効率化と乳用牛の預託育成業務の合理化

濯るため，羽咋郡押水町字坪山地区に石川

鰭産試験場と県営育成放牧場を設置すると

しもに，河北郡高松町字中沼地区に種鶏・種

闘としての県畜産試験場高松分場を設置し，

離に石川県種畜場を閉鎖した。

騨 51年，試験研究機能を強化するため預

託育成業務を（社）石川県農業開発公社に管

理委託するとともに，昭和63年高松分場を本

楊に移転し現在にいたっている。

現在の組織は，庶務課のはか研究部門とし

て，畜産経営科，大家畜科，草地飼料科，繁

鯖生科，中小家畜科て‘‘構成されているほか，

胆料分析センター・受精卵供給センターの

謹がされており， 自給飼料の分析による飼

賠与改善や受精卵移植技術の実用化に向け

ての研究・指導が展開されている。

場内面積は64.5haて0ヽ，内飼料圃場42.9haて‘‘

切，職員構成は総職員31名， うち研究員は

19名となっ ている。

恥飼養家畜は，乳用牛34頭，肉用供卵

囀，系統組合せ検定用豚282頭，地どり組

合せ眼鶏612羽が飼養されている。

ふ試験研究の取り組み

昨年9月，平成12年を目標とした「石川21

世紀晨業 ・農村ビジョン」が策定されたなか

t', 多様化する消費者ニーズに対応する畜産

腫の開発等が要請されているところてあり，

畜産試験場て‘‘は

⑳ 受精卵移植技術や優良種畜の組合せ交配

I: よる家畜改良技術の開発

⑳ 体外受精による受精卵の量産技術の開発

⑱ 家畜の生理生体機能に基ずく高能力発現

蒻と高品質・高付加価値畜産物の生産技術

開発

④ 粗飼料資源の高度利用技術の開発

⑤ 良質堆肥生産技術の開発と畜舎環境を保

全しうる家畜ふん尿処理利用技術の開発

⑥ ハイテク応用による家畜管理技術の開発

等を試験研究の碁本方向として，行政・普及

機関との連携強化のもとに，試験研究業務と

開発された技術の普及を堆進することとして

いる。

4 . 主な試験研究内容

1)受精卵移植技術（繁殖衛生科）

昭和54年より牛の受精卵移植技術の開発を

開始しており，ワンステップストロー法によ

る凍結保存技術の開発や体外受精卵の発生培

地の添加剤の検討， また，分割卵の凍結保存

技術の開発等により，昭和57年には新鮮受精

卵，昭和61年には凍結受精卵，平成元年には

体外受精卵による子牛生産とその実用化に向

けての技術を開発してきた。

現在，平成 2年に設置された受精卵供給セ

ンターのもと，供卵牛20頭から年間300個以上

の受精卵を採取するとともに，農家における

受精卵移植の普及指導に努めている。

また，黄体ホルモン製剤等の使用による受

胎率の向上，受精卵の連続採卵技術の確立，

染色体にリンクするDNA関連酵素の活性測

定による性判別技術についての技術を現在開

発中て‘‘ある。

2)環境対策（畜産経営科）

本県の畜産経営は，昭和40年以降その経営

規模が急激に拡大されたことや，北陸特有の

多湿積雪地域て‘あることから，特に，冬期に

おける家畜ふん尿処理技術や耕畜連携を推進

するうえての良質堆肥生産技術，更には，中

小家畜を中心とした尿汚水処理技術の開発等

が課題となっている。

畜産技術 1992年 7月号 e 



平成元年度に新設された畜産経営科は，現

在，北陸 4県協定試験として，農林副産物を

水分調整材とする良質堆肥生産技術と堆肥の

腐熟度判定技術の開発に取り組んて‘‘いる。

また，尿汚水処理試験ては，超高速回転噴

霧ノズ）レ（フランス製）による尿汚水の気化

システムを開発中てあり，各方面から期待が

よせられている。

3)酪農生産（大家畜科）

乳用子牛の哺育育成技術の確立を図るため，

自動哺乳機やカーフハッチによる集団哺育技

術，初乳給与技術の開発と普及に努めてきた

ところてあるが，昭和62年より健康成牛Jレー

メン液の投与による子牛第一胃の早期発達技

術を開発しており，常温保存Jレーメン液（滅

菌処理）投与の普及に期待がよせられている。

平成元年からは，乳用牛の飼料給与改善技

術の確立を図るため，県内飼養牛の乳期別第

一胃内容液性状を調査しており， これに碁づ

＜飼料給与技術マニュアルの作成と飼料給与

改善技術の普及を推進することとしている。

また，高温多湿の夏期における乳質改善技

術を開発するため，脂肪酸カルシュウム等の

飼料添加物の投与技術の開発やET和牛産子

の哺育育成技術の開発を展開しているところ

てある。

4)草地飼料（草地飼料科）

粗飼料収穫時に晴天が続かない北陸の気象

条件下て‘，半乾燥型粗飼料（水分20-40%)

の安定生産利用技術の開発試験に取り組み，

アンモニア添加による防カビ技術や貯蔵・給

与技術を開発し，地域に適合した粗飼料生産

と安定確保に寄与している。

また，近年，全天候型粗飼料生産貯蔵技術

として， ロールベーラの利用による粗飼料生

産がなされているところてあるが，これら粗

飼料のサイレージ化技術の開発や転換田にお

R 畜産技術 1992年 7月号

ける飼料作物の高位安定生産技術の開発1:っ

いて展開中てある。

なお，昭和57年に設置した自給飼料分析t

ンターては，県内粗飼料の分析結果を地域翡

等に取りまとめ，普及指導機関に提供するこ

とにより，粗飼料の適正給与の指針としての

利用が高まっている。

5)銘柄豚造成（中小家畜科）

肉豚生産技術は，三元あるいは四元交雑方

式が定着しているところてあるが，国等て海

成されている系統豚の組合せ技術の開発が緊

急の課題となっていることから，本試験場-(~
は，国・県等て造成された系統豚（ランドレ

ース 3系統，大ヨークシャー 3系統，デュ 0

ック 1系統）による組合せ技術を開発してお

り，現在，飼養管理マニュアルの作成のため

の飼養管理技術の開発に努めている。

また，超音波測定装置による種豚・肉豚0

早期選抜技術の開発も展開中てある。

6)高品質特殊鶏肉の作出（中小家畜科）

食生活の多様化や高級志向が定着した今廿，

うまい鶏肉の生産が望まれているところてあ

るが，昭和63年より高品質特殊鶏肉作出枝俯

の開発に取り組んており，肉用種のシャ屯

ナゴヤ，白色コーニッシュ，卵肉兼用種のP

ードアイランドレッドの 4品種の組合せ検定

の結果，発育・肉質•生産収益・ 2 元種凱
繁殖性等の成績が優れていたナゴヤ (d"),0 

ードアイランドレッド（名），白色コーニッツ

ュ (ci'1) の三元交雑鶏を石川の肉鶏とし
て逍

定しており，現在，能登地区においてその実

用化に向けての技術普及と生産者飼養マニュ

アル作成のための試験を展開中てある。



■滋し血・

中南米の肉牛生産事肩
名田陽一(Youitchi Nada) 農林水産省草地試験場

経済事情

罪米の1980年代は,,失われた10年”とよ

ばれ，暗い年代て‘‘あった。対外負債は4,150億

ドルに逹し，年間に300億ドルが当地域より流

失した。 GNPは年間 1%づつ減少し， 10年間

て10%の生活の切り下げとなった。この間，

翻は減少し，インフレは高進した。

しかし， 1990年代になって，事情は好転し，

インフレの鎮静化および経済収支改善のきざ

しがみえだした，と言われる。1988年から 1991

年iてコロンビアて‘‘お世話になった著者とし

ても安堵の気持ちてある。 しかし，一度借金

嘆済を怠った国にたいして，新たな貸出を

怜るのは国際関係ても個人の関係ても同じて‘‘

秘と言われ楽観はてきない。

それにしても，当地域は貧富の差が激しく，

4億4千万人の人口のうち37%が貧困層てあ

り，基礎的食料費の 2倍以下の収入てある。

さらに17%は基礎食料を得ることの出来ない

馴貧層とされ，5,500万人が栄養不良状態とさ

闊
。それても中南米の一人あたり年間収入

衷1
中南米における農業の地位

輯 GDPに占める割合 年生長率

は1,780ドルてあり，アジアの700ドル，アフ

リカの470ドルを越えている (1989年）。

近年，躍進著しい東南アジアは中南米を越

えたといわれ，アジア人の一人として，誇り

たい気持ちと，中南米へのシンパシーとて複

雑な気持ちてある。

農業の地位

現在，都市への人口集中が進みつつあり，

1950年代の54%の農村人口が，現在， 32%と

なり， GDPに占める農業生産は21%から 11%

と半減した。農村より都市へ流入した人々は

工業とサービス業へ半々の割合て吸収される

が，失業し，スラム生活者となる人々も多い。

1989年における一人当たり年間収入は農業

640ドル，工業2530ドル，サービス業2200ドル

て‘ヽ，農業の低収性は否めない（表 1)

しかし，中南米経済が農業を離れたと考え

るのは誤りて‘ヽ，多くの工業は農産物の加工業

てあり，農業なくしては成り立たない。

¥¥失われた10年”における農業生産の伸びは

2.2%と比較的良好て‘‘，工業の 1%を上回る。

雇用者数に占める 年間収入／人
(%、 1987) (%、 1980-1987) 割合（％） (USドル、 1987) 

11 

37 

52 

20ー7．．．． 
2ー2ー

32 

26 

42 

640 

2530 

2200 

1790 
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＇ ‘ （表 1) この農業生産の伸びは主として中規

模農家により担われている。かつての中南米

のイメージてある砂糖， コーヒー等の単一裁

培は様変わりし，中規模農家は技術および資

金の投入により，特定市場を標的とした特産

品の生産に成功している。投資能力に劣る小

規模農家はこの動きについていけず，中規模

農家との所得格差は拡大している。

しかし， この農業生産の伸びは，ほぱ等し

い人口の増加率に相殺され，生活水準の向上

にはつながらなかった。

中南米農村地帯の人口密度は， 20人/km2て‘‘

アジア地域の150人/k面に比べて低いが，畑

作および草地畜産を中心とする当地の土地生

産力からすると人口過剰てあり，都市への流

失や森林地帯への開拓入植は後を絶たない。

近年，大きな問題となっている熱帯雨林の

破壊には中南米てはいくつかの側面がある。

1つは大規模な商業的森林開発てあり，道

路の建設に伴いその両側の樹木が急速に伐採

されるリボン・ディベロッフ゜メントは大きな

問題てある。

もつ 1つは，土地を持たない貧しい人々の

入植による森林破壊てある。都市ての正業を

持たぬスラム的生活から，自立した農業生産

者になろうとする意欲に心打たれるものがあ

るが，森林破壊に直結している点も否めない。

森林伐採後の比較的肥沃な土地て‘‘作物裁培を

行い，地力が消耗すると，放牧草地に変える。

放牧草地がさらに痩せてくると，ブッシュに

変わる。

この過程は，わずか数年ておこる場合も多

い。貧しい入植者にとって，施肥等の地力維

持のための投資は困難てあり，森林地帯の多

雨も荒廃を加速する。

中南米地域の農業成長の源泉は森林伐採に

よる耕地造成てあり， 1980年代の農業生産の

r • 畜産技術 19.92年 7月号

表 2 一人当たり食肉消贄量kg(1990) 

国名 牛肉 豚肉

アルゼンチン 63.2 不朋

ブラジル 13.3 7 .2 

コロンピア 22.8 4.3 

コスタリカ 21. I 不朋

グアテマラ 5.6 1.6 

日本 9. I 17. I 

米国 44.4 30.5 

オーストラリア 37.9 17. 7 

イギリス 21 .2 26.4 

チェコスロバキア 27.2 58.5 

フィリピン I .4 9.2 

台湾 2.3 36.4 

20-30%は新規開発によるとされる。地球伯

観点からの環境保全の必要性は十分認識され

ているが，中南米諸国の農業発展および入植

を希望する個人の自立を制限するのてあるか

ら，先進国からの一定の補償が必要てはなか

ろうか。

食品嗜好

中南米の人々の牛肉摂取量は，アルゼンチ

ンて''63.2kg, コロンビアて22.8kg/年／ば

日本の9.1kgに比べて相当多い（表 2)。食品

支出に占める牛肉および乳製品の割合も25%

と高い。基本的に肉食民族の地域と言えよう。

製粉食品としてコメ， ジャガイモ，キャッナ 1 

バをはば等旦づつ食べ，食用マメ類の消費も

多い。砂糖の購入費に10%と驚くはど多く費

表 3 食費に占める食品別割合（％、コロンピア、1巴）

食品
農家農家金都市都昇ち層

生活者活
貧困層持ち層貧困層 i寺~

牛肉 14.2 16.6 II. 6 IS. I 

酪農製品 8.7 II. 3 7.7 I 0.4 

コメ 9.7 4.2 9.4 5,6 

ジャガイモ 6.5 3.2 8.8 4. 7 

キャッサパ 2.0 1.0 4.8 2. 7 

マメ 2.7 1.6 1.8 2, 7 

砂糖 12.0 6.8 12.2 
9,5 

野菜 6.7 7.5 5.1 
7 ,2 

果物 3.4 10.5 
~'l 6,3 

,.,,, 
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衷iラテンアメリカにおける牛肉の需要およぴ

生産の伸ぴ（％，年率）。1970-1981

瞑、国 需要生産
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やしているが，一杯のローヒーに角砂糖 5

~6個を入れ，一日に 10杯以上飲むのをみる

けなずける。我々アジア人に比べてはるか

凜い炭水化物摂取量をケーキや砂糖て補っ

ているのてあろう （表 3)。

頓米においては金持ち以外は食肉の摂取

肛不足感をいだいており，生活水準が向上

すれば，摂取量はさらに増えると思われる（表

4)。

肉牛の生産性

南米における牛の飼養頭数は 2億 6千万頭

て世界の20%てあるが，年間の屠殺頭数およ

び牛肉生産量て‘‘は14%てある（表 5)。これ

は，当地域の家畜生産力の低さを示すものて‘

あり， とくに熱帯南米の 1頭当たりの年間増

体羅をアメリカ合衆国と比較すると 1/4てあ

る（表 6)。一般に熱帯の牧草および野草は栄

養価が低く， また，熱帯の牛も短期間ての高

い増体に適していないため，やむをえない数

字てあろう。もちろん，より優良な牧草の探

索，導入，育種および， その牧草を食べて，

より早く増体するための肉牛の改良は国およ

び国際機関の研究所により鋭意なされている 。

南米の牛肉生産は，放牧主体の低コスト生

産てあり，その市場価格も安い。温帯南米て‘‘

表5世界の家畜飼養頭羽数およぴ肉生産量 (1990)

蒻、国 飼養頭羽数 肉生産量

牛（千頭） 豚（千頭） 羊（千頭） 鶏（百万羽） 牛と殺数 牛肉生産量
（千頭） （千トン）

nリカ

カナダ

米国

扁アメリカ

アルゼンチン

プうジル

コロンピア

ペルー

ペネズエラ
？ジア

糧

インド

昧

7ィリピン
タィ

3-ロッ／ゞ

イギリス

天洋州

オーストラリア
：ソ連

1276285 

185068 

12249 

98162 

263190 

50200 

139550 

24550 

4053 

13819 

393904 

76965 

197300 

4760 

1629 

5669 

123929 

11922 

31831 

23191 

114748 

856207 

13657 

10394 

53852 

56949 

4400 

34500 

2640 

2351 

2326 

432743 

360594 

10400 

11816 

8124 

4900 

182055 

7383 

5371 

2648 

78900 

1185710 

203304 

759 

11364 

110706 

28571 

19000 

2690 

12827 

525 

337402 

113508 

54588 

31 

30 

162 

148164 

29521 

228156 

170297 

138400 

10690 

873 

I 10 

1460 

932 

43 

590 

42 

59 

52 

4444 

1984 

310 

338 

65 

108 

1271 

119 

75 

57 

1151 

251166 

23639 

3480 

35032 

35489 

11700 

13103 

3836 

670 

1600 

41404 

10236 

6300 

1385 

776 

1109 

45069 

3524 

10717 

7939 

44000 

52517 

3763 

922 

10465 

7590 

2610 

2775 

799 

115 

345 

5422 

1204 

641 

549 

138 

235 

11079 

1001 

2168 

1677 

8700 

~ 
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表 6 中南米における肉牛の生産性
(kg/ 1頭／年） 1981 

熱帯中南米 24 

ブラジル 24 

コロンピア 24 

ペネズエラ 31 

温帯南米 52 

中南米平均 31 

米国 90 

表 7 家畜の市場価格1990.米ドル/100kg(と体重）

牛 アルゼンチン 110.2 

オーストラリア 168.0 

E C 357.5 

日本 873.7 

米国 318.3 

豚 E C 175.2 

日本 339.0 

米国 150.5 

プロイラー 旧西独 148.6 

日本 165.0 

米国 105.7 

表 8 中南米における草地造成コスト
(1 ha、米国ドル、 1984)

国名 肥料労 賃牧 柵燃 料 計

ブラジル 63.9 9.5 5.8 18.6 97.8 

コロンピア 41.6 19.3 22.5 8.2 91 .6 

ドミニカ共和国 130.0 29.2 39.3 29.5 228.0 

メキシコ 26.2 20.5 15.5 8.8 71.0 

パナマ 70.0 25.0 20.0 22.7 137.7 

パラグアイ 115. 7 21 .2 I 3. 5 30. I 180. 5 

あるが，アルゼンチンの牛肉市場価格はオー

ストラリアの66%, 米国の35%, 日本の13%

てある（表 7)。

草地造成コストは国によって異なるが，

70-230米ドル/haてある（表 8)。種子代お

よび機械の消耗費は含まれていないが， 日本

における90万円 (6700米ドル）/haとは比較

の対象とならない。

いずれにしても，南米ては，牛肉は最も安

い動物翡白てあり，かつ，常時食べたい食物

てある。 H本ては朝食もこ‘‘飯のほうが元気が

てる， という人も多いように，南米ては朝か

らヒ‘‘フテキを食べる人も多い。自称，田舎者

と言っ ている 。

サバンナにおける肉牛生産

南米には， コロンビアを中心とするジャJ

スおよびブラジルを中心とするセラードを1朋

せて， 3億ヘクタールのサバンナがある（森

林地帯は 6億ヘクタール）。

サバンナの土壌は酸性が強く，養分保持稲

力が低く，アルミニウム飽和度が高く不良1

ある。雨羅は比較的多く， 6 -9か月の雨月

にセラードて200ミリ／月， ジャノスて300ミ

リ／月が降る。肥沃な土壌てはこれだけの粋

雨旦があれば森林地帯となるが，痩せたサ;f

ンナては幼木の成長が遅く， 1-数年こ．、と1:

行われる野草への火入れにより，樹木は一栂

される。

このように，サバンナはイネ科を中心とす

る野草の草原てあり， ここに肉牛を放牧する。

乾草やサイレージ等の貯蔵粗飼料や濃厚飼料

の利用は行わず，牛は雨期には増体するが乾

期には体重が減少する。

ジャノスて零細規模といわれる農家は約40

haの野草放牧地を持ち日本的標準からみる

と広い。しかし，野草の牧養力は0.5頭/ha{

あり， 20頭の肉牛が飼養可能てあるが， 300kg

の出荷体重に達するのに 4年かかる。 つより，

年間の収入は肉牛 5頭分てあり，これはかな

りの貧困生活と 言える。

一見広大なサバンナてあるが，貧しい人々

の入植は困難てある。肉牛生産のた
めには広

い土地の入手が必要てあるが通常困難てあふ

一方，作物生産のためには，広大な土地の必

要はなく， また，森林の伐採の必要もな団

低地力のため，施肥が必要て‘‘あり通常，罰

購入の資金は持たない。

以上のように困難な面はあるが，
サバ；；ナ

に低コストて入植てきれば，現在進1T
砂中

• ~ ‘ 



一
蘇の森林破壊を緩和てきると期待されてい

る。

和‘ンナ開発のためライス・パスチャーと

，坪ばれる方法が注目されている。 まず，サバ

ンナを耕起・施肥し， イ才、（水稲または陸稲）

嫌草と交互に条播する。または， イネを収

阻後に牧草を播種する。 その後は牧草地とし

て利用する。つまり，草地造成のための耕起・

駿！の費用をコメの売上代金て‘、まかなおうと

するものてある。この場合，主たる収穫物は

諄（つまり牛肉）てありイネはそのための

訳作てある。肉食民族の考え方てあり， コ

屹神聖視するアジア人には考えつかない方

法てある。いずれにしても， この方法は， あ

る程度の資金力がなくては出来ない。

靖米においては，サバンナにおける肉牛

生産の比重が一層高まりつつある。例えば，

醗の僻んだ南ブラジルのリオグランテ‘‘ドス

Ivおよびサンタカタリーナ両州における肉牛

加 1940年の23.8%から 1985年には12.7% 

潰っている。一方，セラードのコ｀イアスお

よびマトグロス両州においては15.3%から33

％へと増加している。 また， コロンビアの人

咤度の高いバジェ州における肉牛頭数は

1950年の7.4%から 1985年には2%へ減少し，

哺，ジャノスのメダ州においては0.6%から

虞へと増加している。

開発の進んだ地域において， より収益性の

篇いキャッシュクロップ栽培が選ばれ， 肉牛

生産が僻地に追われるのは世界的傾向てある

訊中南米における食品としての牛肉の重要

さを考えると，サバンナにおけるより効率的

情牛生産の確立が急がれる。

蒻中南米における牧草の導入

紐を中心とする家畜生産においては，良

tて多収な牧草の森入が重要てある。

... 
南米は熱帯マメ科植物の起源地と考えられ，

当地より収集されたマメ科牧草が世界各地の

熱帯，亜熱帯て‘‘利用されている。国際農業研

究機関のCIATにおいても南米サバンナに適

するマメ科牧草て‘‘ある Stylosanthes

capita ta品種名：キャピカ， Centrosema

acutifolium品種名：ビチャダ等を育成し，普

及にうつしている。原産地てあるために，中

南米の気候や土壌に適応しており，栽培しや

すい面が多い。しかし，逆に原産地てあるた

めに，病原菌や害虫がすて‘‘に存在している。

そこて‘‘， これらの病気や害虫と無緑なマメ科

牧草の収集を東南アジアて開始している。

熱帯イネ科植物の起源地はアフリカ大陸と

考えられ， その中南米への導入はマメ科牧草

と様相を異にする。 17~18世紀にかけて黒人

奴隷をアフリカ大陸より中南米へ移入した際，

奴隷船て｀のベッド（というよりも敷き認） と

してギニアグラス，ジャラガグラス，パラグ

ラス，モラセスグラス等のイネ科牧草を利用

した。この種子が中南米に広がり，現在も利

用されている。もちろん， その後，試験研究

機関により多くの熱帯イネ科牧草が導入され

たが， CIATてはサバンナ用イネ科牧草とし

てAndropogongayanus品種名：カリマグ

ア， Brachiariadictyoneura品種名：ジャネ

イロ等を育成し，普及にうつしている。

なお， Paspalum属のバヒアグラスおよび

ダリスグラスは南米原産てあり，当の中南米

ての利用は少ないが，アメリカ合衆国南部て‘‘

は広く利用されている。

産技術 1992年 7月号 R ヽ



ヽ`
91-9C
J

家
畜
改
良
増
殖
法
改
正
の

概
要
に
つ
い
て

:1

、,9
|h,

大森正敏 (MasatoshiOumori) 
農林水産省畜産局家畜生産課

平成 4年 5月20日に家畜改良増殖法の一蔀

を改正する法律が公布されたのて，今回の改

正の趣旨・内容を紹介することとします。 1舟

せてこの機会に家畜改良増殖法の制定，改正

の経緯等についても紹介します。

1'家畜改良増殖法の制定

家畜改良増殖法は，計画的な家畜の改良僧

殖を推進することにより，畜産の振興を闘り1

あわせて農業経営の改善に資することを罪 I
として，家畜の改良増殖に関する基本事項I:

ついて規定しており， いわば家畜改良増植I:

ついての基本法ともいうべき法律てす。

一般に，家畜の改良は，血統，能力，体塁

等を指標に，家畜の交配と選抜の累積によ-'.)

て進められるものてす。特に，種雄畜は家畜

の改良増殖に果たす役割が大きく，戦前から1

その改良増殖には種々の規制が行われ，馬I:

ついては軍事的な観点からの強い規制が行b

れていました。

戦後は，統制的色彩を払拭して，昭利23年

に「種畜法」が制定されました。その主な内

容は，家畜飼養者の自主的な改良増殖意欲〇

助長が図られるよう種雄畜の検査は主として

伝染性疾患について行うこととし，種付け1:

供用てきる種雄畜の選択範囲を拡大する等〇

ものて‘した。

その後，畜産振興に対する要請の著しい同

まりと，急速に普及している家畜人工授精0

健全な発達を図るため，昭和25年に 「家畜改

良増殖法」が制定され，従来の種畜法は尉

されました。その主な内容は，家畜人工授精

師の免許制及び家畜人工授精所開設の許晴lI

の創設，臨時種畜検査の一部について，は福

道府県知事に行わせること等のものてし払

R 畜産技術 1992年 7月号
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も家畜改良増殖法改正の経緯

(1) 昭和36年改正

畜産業の急速な発展に伴い，種畜の確保と

その効率的な利用のみにとどまらず，家畜の

該増殖の計画的・効率的な推進等の必要性

曙大したこと等に対応し，国の家畜改良増

翻標及び都道府県の家畜改良増殖計画に関

謬規定の整備，家畜登録事業に関する規定

〇整備等が行われました。

(2)昭和58年改正

家畜改良増殖技術が著しく発達し，体内受

闘移植技術が実用化されるとともに，凍結

麟の国際的な流通が盛んになってきたこと

等に対応し，家畜体内受精卵移植に関する規

定の整備，海外から輸入される家畜人工授精

聘液等に関する規定の整備，家畜人工授精

瞬lj度の改善等が行われました。

ふ合回の改正の趣旨及び内容

近年，家畜体内受精卵移植技術を基礎とし

て1本外受精卵移植技術の開発が急速に進展し，

輝63年には， 37カ所てあった実施機関数が

平成2年には76カ所となり，本技術による産

子穀も160頭から621頭にまて増加しています。

本技術は主として屠体（とたい）の卵巣から

未受精卵を採取し，受精させた後に別の雌畜

鳴植する技術てあり，既にとさつされた雌

翻肌巣から採取した未受精卵を利用するこ

出，増体等の成績や枝肉評価の結果を踏

且て実施することがてきるため， より効率

的な家畜の改良増殖を可能とするものて‘‘す。

しかしながら，本技術について，適切な規

糾が行われない場合には，体外受精卵を介し

t、‘伝染性疾病のまん延，品質の劣る体外受精

勧移植による受胎率の低下等をもたらし，一

これを利用する農家等に多大の損害を与える

r 
おそれがあります。このため，家畜体外受精 I 

II 

卵移植について所要の規定を整備したものて‘‘

す。

改正の主な内容は次のとおりて｀す。

(1) 定義規定の整備

① 「家畜受精卵移植」とは，家畜体内受精卵

移植及び家畜体外受精卵移植をいうものとす

ること。

② 「家畜体外受精卵移植」とは，牛その他政

令て‘‘定める家畜の雌又はそのとたいから採取

した卵巣から未受精卵を採取し，及び処理し，

体外授精（牛その他政令て‘‘定める家畜の雄か

ら採取され，及び処理された精液に未受精卵

を浸すことをいう。以下同じ。）を行い，並び

にこれにより生じた受精卵を処理し，及び雌

に移植することをいうものとすること。

(2) 家畜卵巣の採取の用に供する雌の家

畜の制限

① 家畜卵巣（家畜体外受精卵移植の用に供

する卵巣をいう。以下同じ。）を採取する者に

おいて，家畜の雌が伝染性疾患及び遺伝性疾

患を有しないことについての獣医師による診

断書の交付を受けたものてあることを確認し

なければ，当該家畜の雌又はそのとたいを家

畜卵巣の採取の用に供してはならないものと

すること。

② 伝染性疾患又は追伝性疾患にかかってい

ることを知りながら，家畜の雌又はそのとた

いを家畜卵巣の採取の用に供してはならない

ものとすること。

(3) 家畜体外受精卵移植の制限

① 獣医師て‘‘ない者は，雌の家畜から家畜卵

巣を採取してはならないものとし，獣医師又

は家畜人工授精師てない者は，雌の家畜のと

たいから家畜卵巣を採取してはならないもの

とすること。

② 獣医師又は家畜人工授精師てない者は，

畜産技術 1992年 7月号 . 



』

.9.
9

,
l
 

家畜未受精卵（家畜体外受精卵移植の用に供

する未受精卵をいう。以下同じ。）を採取・処

理し，家畜体外授精（家畜体外受精卵移植の

ために行う体外授精をいう。以下同じ。）を行

い，又は家畜体外受精卵（家畜体外受精卵移

植の用に供する受精卵をいう。以下同じ。）の

処理・移植を行ってはならないものとするこ

と。

③ 獣医師又は家畜人工授精師（雌の家畜か

ら家畜卵巣を採取する場合にあっては，獣医

師）は，家畜卵巣を採取したときは， その家

畜卵巣から家畜未受精卵を採取・処理し，家

畜体外授精を行った後， これにより生じた家

畜体外受精卵の検査・収容・封を行い，かつ，

家畜体外受精卵証明書を添付しなければなら

ないものとすること。

④ 家畜卵巣を採取した獣医師又は家畜人工

授精師（雌の家畜から家畜卵巣を採取する場

合にあっては，獣医師）は， その指示の下に，

家畜体外授精，家畜体外受精卵の処理等を他

の獣医師又は家畜人工授精師に行わせること

がてきるものとすること。

⑤ 家畜未受精卵の採取 ・処理，家畜体外授

精又は家畜体外受精卵の処理は，家畜人工授

精所等の施設以外の場所て行ってはならない

ものとすること。

(4)家畜体外受精卵の譲渡等の制限

① (3)の③の封がなく，又は家畜体外受精卵

証明書が添付されていない家畜体外受精卵は，

これを譲渡 ・移植してはならないものとする

こと。

ただし，輸入された家畜体外受精卵てあっ

て，一定の要件を満たす ものにつ いて は， こ

の限りてないもの とするこ と。

② 品質の不良な家畜体外受精卵は， これを

譲渡 ・移植 して はならな い もの とす ること。

(5) 家畜人工授精師の免許に関する改善

① 家畜人工授精師の免許について，農林水

産大臣の指定する者又は都道府県が家畜の種

類別に行う家畜人工授精並びに家畜体内受精

卵移植及び家畜体外受精卵移植に関する講習

会を設けること。

② ①の講習会の課程を終了してその修業試

験に合格し，家畜人工授精師の免許を与砂

れた者は，家畜人工授精並びに家畜体内受精

卵移植及び家畜体外受精卵移植の業務を行う

ことがてきるものとすること。

(6) 都道府県の家畜改良増殖計画の計

画事項の追加

① 家畜体内受精卵移植の用に供する受精

卵の採取の用に供する家畜の雌て優良な血

統，能力及び体型を有するものの配置，利

用及び更新に関する事項を追加すること。

② 家畜卵巣の採取の用に供する家畜の雌

（そのとたいから家畜卵巣を採取する家斎

の雌を含む。）て優良な血統，能力及び体塁

を有するものの利用に関する事項を追釘

ること。

③ 家畜受精卵移植施設の整備拡充に関す

る事項を追加すること。

4. 終わりに

今回の法改正により，家畜体外受精肌移植

に関する規定が整備されたことにより，体外

受精卵の生産，流通について一定の方向付け

がなされたことになります。このため，今後，

商業ベー スての体外受精卵の生産を含め，—
層の普及が見込 まれております。本法律の適

切 な運用に当たっ て，関係者各位のこぐ協力を

お願いしま す。

⑱ 畜産技術 1992年 7月号
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＇ 改正の趣旨

1. 獣医師をめぐる最近の情勢の変化をみると

(1) 現行獣医師法が制定された昭和24年以来，

届獣 畜産業は，我が国農業の甚幹的部門へと成

長を遂げるとともに，一般家庭における小

動物の飼育が広く普及しており，獣医師に

よる的確な診療の提供はますます重要なも

のとなっている。 ， 
また，獣医療技術については，新たな診

療機器の普及，動物用俣薬品の開発等によ

り， その高度化が大きく進展している。

(2) 他方ては，家畜飼養の多頭化等に伴いそ

の疾病が多様化・複雑化する等新たな動物

に関する1呆健衛生上の問題が生じてきている

ほか，産業動物獣医師の高齢化が進む等獣医

師の確保が困難な地域が発生してきている。 ． 
さらに，最近ては，安全な畜産物の生産

のための動物用医薬品の適正使用等がより

重要な問題となっている

等の状況にある。

ぃる
2. 農林水産省においては， このような情勢

の変化の中て‘ヽ，獣医師が多様化する社会的要

請に的確に応えていけるようにするため，獣

＇ 医師法の一部改正案，獣医療法案を国会に提 I 

て 出していたところてあるが，両法律は，衆議

院，参議院ともに全会一致の賛成により， 5 

月13日に成立し， 5月20日に公布された。 I ~ 
II 改正の概要 9、
◇獣医師法の一部を改正する法律（法律第45号）

＇ 1 . 獣医師は，飼育動物に関する診療及び保

健衛生の指導その他の獣医事をつかさどる

ことによって，動物に関する保健衛生の向 I~ 川島俊郎 (ToshirouKawashima) 上及び畜産業の発達を図り，あわせて公衆衛
農林水産省畜産局衛生課

生の向上に寄与するものとすることとした。

2. 診療を業務とする獣医師は，免許を受け

た後も，大学の獣医学に関する学部若しく

は学科の附属施設て‘‘ある飼育動物の診療施

畜産技術 1992年 7月号 . 



設又は農林水産大臣の指定する診療施設に

おいて，臨床研修を行うように努めるもの

とすることとした。

3. 獣医師の診療対象飼育動物として，牛，

馬， めん羊， 山羊， 豚， 犬，猫， 乳島のほか

に， うずらその他獣医師が診療を行う必要

があるものとして政令て定めるものを追加

することとした。

4. 獣医師が自ら診察しないて‘‘，投与若しく

は処方をすることがてきない医薬品として，

劇毒薬及び生物学的製剤のはかに，農林水産

省令て‘‘定める医薬品を追加することとした。

5. 獣医師は，飼育動物の診療をしたときは，

その飼育者に対し，飼育に係る衛生管理の

方法その他飼育動物に関する保健衛生の向

上に必要な事項の指導をしなければならな

いものとすることとした。

6. 外国の獣医学校を卒業し，又は外国て‘‘獣

医師の免許を得た者のうち，獣医事審議会

が大学において獣医学の正規の課程を修め

て卒業した者と同等以上の学力及び技能を

有すると認定しなかった者て‘‘あって獣医事

審議会が適当と認めたものは，獣医師国家

試験予備試験を受けることがて‘‘きることと

するとともに，これに合格した者は，獣医師

国家試験を受けることがてきることとした。

◇獣医療法（法律第46号）

1 . この法律は，飼育動物の診療施設の開設

及び管理に関し必要な事項並びに獣医療を

提供する体制の整備のために必要な事項を

定めること等により，適切な獣医療の確保

を図ることを目的とすることとした。

2. 診療施設を開設した者（以下「開設者」

という。）は，その開設の日から 10日以内

に，当該診療施設の所在地を管轄する都道

府県知事に農林水産省令て‘‘定める事項を届

け出なければならないものとすることとした。

3. 診療施設の構造設備は，農林水産省令て‘

定める基準に適合 したものてなければなら

＠ 畜産技術 1992年 7月号

ないものとすることとした。

4 . (1) 開設者は， 自ら獣医師てあって砂

診療施設を管理する場合のはか，戦恨

師にその診療施設を管理させなければ

ならないものとすることとした。

(2) (1)により診療施設を管理する者 m
下「管理者」という。）が，その構造設籠

医薬品その他の物品の管理及び飼育餅

の収容につき遵守すべき事項について

は，農林水産省令て‘‘定めることとしt。

5. 都道府県知事は，診療施設の構造設偉が

3の甚準に適合していないと認めるとさ，

又は診療施設に関し 4の(2)の事項が追守さ

れていないと認めるときは， その開設者I:

対し，期間を定めて， その全部若しくは一

部の使用を制限・禁止し，又は期限を定め

て，修繕・改築を行うべきことその他必晏

な措置を講ずべきことを命ずることが召

るものとすることとした。

6. 農林水産大臣又は都道府県知事は，こ〇

法律の施行に必要な限度において，開設者

若しくは管理者に対し，必要な報告を命じ，

又はその職員に，診療施設に立ち入り，そ

の構造設備，業務の状況若しくは帳簿，書

類その他の物件を検査させることがてきる

ものとすることとした。

7 . (1) 農林水産大臣は，獣医療を提供する

体制の整備を図るための基本方針（且

下「甚本方針」という。）を定めなけれ

ばならないものとすることとした。

(2) 甚本方針においては，次に掲げる庫

項を定めることとした。

①獣医療の提供に関する基本的な膠

②診療施設の整備及び獣医師の確保1:

関する目標の設定に関する事項

③獣医療を提供する体制の整備が必要

な地域の設定に関する事項

④診療施設その他獣医療に関連する脆

設の相互の機能及び業務の連携頂

する甚本的事項



⑤獣医療に関する技術の向上に関する

基本的事項

Rその他獣医療を提供する体制の整備

に関する重要事項

8. (1) 都道府県は，当該都道府県における

獣朕療を提供する体制の整備を図るた

めの計画（以下「都道府県計画」とい

う。）を定めることがてきるものとする

こととした。

(2) 都道府県計画においては，次に掲げ

る事項を定めるものとし， その内容は

甚本方針の内容に即するものてなけれ

ばならないものとすることとした。

①整備を行う診療施設の内容その他の

診療施設の整備に関する目標

②獣医師の確保に関する目標

③獣医療を提供する体制の整備が必要

な地域

④相互の機能及び業務の連携を行う施

し支えない限り，その建物の全部又は一部，設

備，器械及び器具をその診療施設に勤務しな

い獣医師の診療，研究又は研修のために利用

させるように努めるものとすることとした。

11. 都道府県計画に基づいて診療施設の整備

を図ろうとする者は，診療施設の整備に関

する計画（以下「診療施設整備計画」とい

う。）を作成し， これを都道府県知事に提出

して，当該診療施設整備計画が適当てある

旨の認定を受けることがてきるものとする

こととした。

12. 農林漁業金融公庫は， 11の認定を受けた

者に対し，当該認定に係る診療施設整備計

画に従って診療施設の整備を実施するため

に必要な長期かつ低利の資金の貸付けの業務

を行うことがてきるものとすることとした。

13. 国及び都道府県は，基本方針及び都道府

県計画の達成に資するため，開設者及び管理

者その他の関係者に対する助言，指導その他

設の内容及びその方針 の援助の実施に努めるものとすることとした。

⑤診療上必要な技術の研修の実施その 14. (1) 何人も，獣医師（獣医師以外の往診

他の獣医療に関する技術の向上に関 診療者等を含む。）又は診療施設の業務

する事項 に関しては，次に掲げる事項を除き，

⑥その他獣医療を提供する体制の整備 その技能，療法又は経歴に関する事項

に関し必要な事項 を広告してはならないこととした。

9都道府県知事は，都道府県計画の達成に ① 獣医師又は診療施設の専門科名

資するため必要があると認めるときは，獣 ② 獣医師の学位又は称号

底師が組織する団体等に対し，獣医療の提 (2) (1)にかかわらず，獣医師又は診療施

供，研修の実施その他の必要な協力を求め 設の業務に関する技能，療法又は経歴

るものとすることとした。 に関する事項のうち，農林水産省令て‘‘

10. 開設者及び管理者は，都道府県計画の達 定めるものは，広告することがてきる

成に資するため その診療施設の業務に差 -ととした。

新刊図書の紹介
農林水産省畜産局食肉鶏卵課編

「食肉便覧一平成 4年版」
本書は隔年に発行。食肉関連の生産から流通，消費にいたるまての総合的なデータ集てある。

装丁 B6版，本文348頁
定価 1,854円（本体1,800円消費税54円）

発行所：拙中央畜産会
東京都千代田区永田町 l-ll-35
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R,1加-
養豚経営実態調査

（中閻とりまとめ）の概要
松尾昌一 (SyouichiMatsuo)農林水産省畜産局畜産経営課

昨年12月に（社）中央畜産会が行った養豚経

営実態調査（中間とりまとめ）の概要は以下

のとおりてある。

1 調査の実施概要

調査は，郵送によるアンケート方式により，

子取り用雌豚50頭以上の経営者は全戸を対象

とし養豚経営の％に当たる約13千戸に配布 し，

5,023戸から回答が得られた。

2 調査結果

(1)回答者の経営の概要

①経営者の年齢

「40歳代」 と 「50歳代」がそれぞれ30%を

占め， 60歳以上が25%あり， 40歳未満は15%

てあった。

②後継者の有無

「いる 」は23%,「い ない」 が， 58%あり，

「子供が小 さく て未定」が20%となっている。

表 1 経営主の年齢の状況

実数 割合

20歳~30歳未満 53 I. I 
30 ~40 II 684 14.3 
40 ~50 II 1、469 29.6 
50 ~60 II l、414 29.8 
60 ~70 II I ,015 21.3 
70歳以上 187 3.9 

計 4,762 100.0 

表 2 養豚経営の後継者の有無

実数 割合

いる I, 117 22.7 
いない 2,833 57.7 
子供が小さくて未定 962 19.6 

計 4,912 100.0 

R 畜産技術 1992年 7月号

(2)経営主の当面の経営運営の心づもり

①全体

「現状を維持したい（維持）」が64%を占め

ており，「拡大したい（拡大） 」が17%ある一

方，「経営を止めたい（廃止）」が12%,「縮小

したい（縮小） 」が 7%となってい る。

②経営主の年齢別

経営主が若い程「拡大」の割合が高く，逆

に年齢が高くなる程「廃止」， 「縮小」の割合

が高くなっている。

③飼蓑規模別

飼養規模が大きくなる程 「拡大」の割合が

高く，逆に飼養規模が少さい程「廃止」，「縮

小」の割合が高くなっている。

④技術水準別

母豚 1頭当たり年間分娩回数や枝肉上物串

などの技術水準が高い程 「拡大」の割合が高

表 3 経営者の心づもり
①全体

実数 割訂ー
拡大したい 863 I 7 .4 

現状維持したい 3, I 67 63.9 

縮小したい 351 7. I 

経営を止めたい 575 11.6 

計 4,956 I Q0.0 一

②経営者の年齢別

拡大維持縮小

20~29歳 39.6 54.7 I .9 3 .8 100 

30~39 35.5 55. I 4.9 4.6 100 

40~49 21.9 67.6 4.5 6.0 100 

50~59 13.4 69.9 7. I 9. 7 100 

60~69 6.1 61 .5 11 .0 21.3 100 

70以上 3.2 51.4 I 5. I -in 1 100 

一



③繁樋豚飼養規模別

拡大維持縮小廃止 計

10頭未満 4.0 61 .0 7.6 27.4 100 

10~20 6.8 65. I 12.2 15.9 100 

20~30 8.9 67.2 10.5 13.4 100 

30~40 19.0 66.7 7.2 7. I 100 

40~50 26.8 64.9 5. I 3.2 100 

50~100 30.5 63.7 3.4 2.4 100 

100~200 33.3 60.4 4.5 1.8 100 

200~300 36.1 60.7 1.6 1.6 100 

300~500 32. 9 61. 0 6.1 100 

500頭以上 48. I 49.4 1.3 1.3 100 

鱗豚 1頭当り年間平均分娩回数別

I 拡大維持縮小廃止 計

し 2回未満 I 0. I 60.4 10.3 19.2 100 

2. I回 14.8 64.7 7.7 12.8 100 
2.2回 20.0 68.4 5.4 6、2 100 
2.3回 29. 8 61. 6 3.3 5.2 100 

I 2 .4回以上 28 .3 61 .4 3.8 6.5 100 

鎌肉上物率別

I 拡大維持縮小廃止 計

I 30%未満 13.7 54.5 11 .8 19.9 100 
30~40% 16.5 60.2 II. 3 12.1 100 
40~50% 22.6 63.3 7.2 6.9 100 
50~60% 23. I 64.0 5.6 7.4 100 
60~70% 24.9 64.9 4.1 6.1 100 

r 70%以上 29. 9 61. 2 3.5 5.5 100 

（，逆に技術水準が低い程「廃止」，「縮小」

鳴合が高くなっている。

隅面の経営運営の心づもりの理由

(D拡大 したい理由

「より収入を増やすため」が44%, 「効率を

上If合理化を進めるため」が34%と梢極的理

間が篇い割合を示した。

＠現状を維持したい理由

「巌をとって増やせない」「家族労働力上増

やせない」，「後継者がいない」 の労働力（担

畔）に係る理由の割合が高く ，次いて「畜

籍施設に余裕がない」，「施設に金がかかり

月ぎる
」の施設関係の理由の割合が高くなっ

し＇る。

譴 Jヽしたい理由

表 4 拡大したい理由 (MA)

回答数 割合

より収入を増やすため 384 44.4 
今が規模拡大の好機 46 5.3 
後継者がいるから 100 11 .6 
家族労働力にゆとりがある 37 4.3 
環境問題の心配がないから 14 I .6 
効率を上げ合理化を進めるため 292 33.8 
その他 23 2.7 

計 865 100.0 

注： (MA) は複数回答。以下同じ

表 5 現状を維持したい理由 (MA)

回答数 割合

歳を取って増やせない 684 12.4 
家族労働力上増やせない 1,266 23.0 
後継者がいない 636 II. 6 
畜舎等施設に余裕がない 1、020 18.6 
施設に金がかかり過ぎる 550 10.0 
環境問題から増やせない 486 3.3 
複合作物裁培に堆肥が必要 129 2.3 
増頭するには先行きが不安 457 8.3 
縮小すると生活に支障 182 3.3 
その他 85 I. 5 

計 5、495 100.0 

表 6 縮小したい理由 (MA)

回答数 割合

歳を取ったので 205 26.7 
家族労働力にゆとりがない 110 14.3 
家族が病気がち 24 3. I 
後継ぎの目途がない 102 13.3 
設備の整備には金がかかる 60 7.8 
環境問題に対応できない 55 7.2 
養豚は儲からない 140 18.2 
止めても食って行ける 31 4.0 
養豚仲間が少なくなった 32 4.2 
その他 10 1.3 

計 769 100.0 

労働力に係る理由が高く，次いて‘‘「養豚は

儲からない」の割合が高くなっている。

④経営をなめたい理由

「経営 tが歳をとった」の30%, 後継ぎの

u途がない」の12%の他，「養豚は儲からない」

が20%, 投豚の先行きが不安」が15%と衛い

釦産技術 1992年 7月号 ~ 



表 7 養豚経営を止めたい理由 (MA)

回答数 割合

経営主が歳を取った 306 29.6 
経営主が病気 18 I. 7 
家族が病気がち 17 1.6 
後継ぎの目途がない 127 12.3 

環境問題に対応できない 61 5.9 
豚の病気で被害を受けた 4 0.4 
負債が大きくなった 39 3.8 

養豚は儲からない 203 19.7 
養豚の先行きが不安 152 14.7 
止めても食って行ける 44 4.3 

養豚仲間がいなくなった 32 3.1 
その他 30 2.9 

計 1,033 100.0 

割合を占めている。

なお，「維持」，「縮小」，「廃止」のいずれに

おいても環境問題が直接的な理由としている

割合はそれ程高くない。

(4)環境問題と経営主の考え方

①近くの住民からの苦情の有無

「特に苦情はな い」が64%と高く，「来てい

ないが問題にされている」が28%, 「苦情が来

ている」が 8%となっ ている 。

②苦情の内容

「悪臭の発生」が54%と高く，次いて‘「水

質の悪化」が29%, 「害虫の発生」が 9%とな

表 8 近くの住民からの苦情の有無

回答数 割合

特に苦情はない 3、160 63.9 
来ていないが問題にされている 1,379 27.9 
苦情が来ている 403 3.2 

計 4,942 100.0 

表 9 近くの住民からの苦情の内容

回答数 割合

悪臭の発生 963 54. I 

水質の悪化 520 29. I 

鳴き声騒音 39 5.0 
害虫類発生 163 9.1 
ばい塵発生 19 I. I 

その他 30 I. 7 

計 I, 789 100.0 

R 畜産技術 1992年 7月号

表10 周囲の状況に対する経営者の見通し

回答数 割合

問題が出ており早晩現在での経
226 8.0 営継続困難

問題が出ている改善策を講ずれ
909 32.0 ば継続可能

将来能的には環境問題が発生する
可性がある 900 31. 7 

今後とも環境問題が発生する可
540 19.0 能性は少ない

不明 264 9.3 

計 2、839 100.0 

表11 経営者が当面改善を手掛けたいと考えている
こと (MA)

回答数 割合

尿や汚水の処理施設を整備する I ,635 22.9 

ふんの焼却処理を進める 119 I. 7 

堆肥化を進め自分の経営内で利用 I ,412 19.8 

／／ 周辺農家と提携利用 |、616 22. 7 

” 優良堆肥として販売 713 10,0: 

経営の移転の検討 170 2,4 

他の作物への転換の検討 250 3.5 

他の職業への転換の検討 299 4.2 

特にない 917 12.9 

計 7,131 100.0 

っている。

③周囲の状況に対する経営者の見通し

「改善策を講ずれば継続可能」が32%,「今

後とも環境問題が発生する可能性は少ない」

が19%と合わせて51%を占める一方，「将来的

には環境問題が発生する可能性がある」の

32%と「早晩現在地て‘‘の経営継続困難」の8%

を合せると 41%となっている。

⑤経営者が当面改善を手掛けたいこと

「尿や汚水の処理施設を整備する」 が23%

ある 一方， 「周辺農家と提携利用」が23%,「経

営内て利用」が20%, 「優良堆肥として販克

が10%と，堆肥化利用志向の割合が高く なっ

ている 。

____....... 
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河川を美しくする

条例の制定と
畜産環境対策

富森健助 (KensukeTomimori) 

＇木県晨業 専門技術員
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近年，畜産経営においては，農村の混住化，

規模拡大等によって環境問題が顕在化して来

ている。これに関する関連法についても規制

強化の方向が考えられることから畜産経営の

安定的継続には適正な糞尿処理が不可欠てあ

り且つ緊要な課題と思われる。

なお地球的規模ての環境保全の嵩まりが今

後大きな関じの中て各種環境の阻害要因を含

めてその改善対策についての地域的な運動の

展開も予想される。それらの中て‘‘畜産に起因

する環境汚染問題は直接住民の生活に関連し，

しかも発生源が特定しやすいこともあって，

苦情の対象，住民運動の標的になりやすく畜

産のイメ ージダウンにもつながってくる 。

なお，畜産経営の中ての環境保全対策はコ

ストの増加になり，非採算部門との認識が強

いため思う様に進展しないのが実情てある。

しかし避けて通る事が出来ない重要な課題て‘‘

あることから，今後は経済性を考慮し地域住

民の環境保全の確保を図りつつ健全な経営者

の育成指導が必要となっている。

このような状況の中て‘‘本県の主要な畜産地

帯を流れる菊池川（一級河川）の流域市町村

が菊池川流域同盟を組織し，河川を美しくす

る統一条例を制定し平成 4年 7月 1日をもっ

て一斉に施行することとなった。この条例の

具体的内容については後て‘‘述べる こととする

が既存の畜産経営等にも少なからず影響が出

ることも考えられるため，条例の主な内容及

び施行に伴う流域市町村の畜産環境保全等の

取組みについて紹介したい。

c..1111こ二3
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2. 条例制定の背景

本条例施行の対象となる菊池川は本県の城

北地帯に位置する菊池市，山鹿市， 王名市を

畜産技術 1992年 7月号 • 



貫流する総延長約 71 km, 流域面積 99 6 km2 

の県下最大の一級河川てある。主な支流とし

ては合志川，迫間川があり他に 8つの支川が

この河川流域には県人口の約流入している。

17% (3004千人.H. 2 .10 .1. 国勢調査）が居住

し，年間商品販売額，製品出荷額においても

県計の47.7% (9953億円，商工業調査） を占

めている。

このような環境条件下における菊池川にお

いてはその水質も年々汚濁が進行しこのまま

の状態て放置すれば浄化が手遅れとなり後世

代に対して貴重な財産を残すことが不可能と

なり，河口周辺てのノリ，アサリ等の漁業関

係にも影響が出る恐れがあるとの判断から河

口にある玉名市の発案により流域 21市町村

が同盟を結び流域住民や建設省菊池川工事事

務所の協力を得て，故郷の河川を守る，条例

が誕生したものてある。

3. 河川を美しくする条例及び施行

規則について

この条例は流域 21市町村の統一条例とし

て平成 4年 3月の各市町村議会に上程され 2

0市町村については可決されている (1町が

6月議会上程の予定），なお，当条例及び規則

の施行日は平成 4年 7月 1日の予定となって

しヽる。

(1)条例の概要

条例制定の趣旨（前書き）として①川が果

す固有の国土，文化 と生活の調和，②経済発

展過程の中ての川の自浄能力の低下と水質の

悪化 ③人間活動の支えとなる 川の汚染は許

されない。④住民共有の財産の保全と次代へ

の引き継ぎの責務，⑤流域市町村の共同宣言

の採択⑥共同宣言の尊重と自治連帯の育成，

⑦行政，住民，事業者の果すべき責務の明確

化と最善の努力等を唱っている。

なお，条例は四章十九条から構成されてお

り第一章総則て‘‘は，河川浄化の目的，用語0

定義（河川，生活排水，事業用排水， i争化装

置等）行政，住民，事業者の責務と努力， fr

政機関との連携，広報活動，第二章河川姉

濁防止ては，水質保全目標，投棄の禁止，生

活排水の浄化，洗剤の使用，化学肥料等の適

正使用，事業用排水の浄化，指導及び助言，

第三章水援隊員の設置ては，水援隊員の行政

長の委嘱，人員，任期，任務，第四章雑附

は，水質保全状況の公表，排水状況の報告t

それに係る調査等となっている。

(2)施行規則

施行規則については条例施行に関する必要

な事項を定めたものてあるが九条から構成さ

れており，趣旨，浄化装置等，事業用排水〇

目標値，水援隊員の権限及び解任，補充，身

図 1 菊池川水質縦断変化図 平成2年版熊本景讀境白●
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その他となっている。

条例制定と畜産環境との関連

この条例の対象とする排水等は，
生i甜閲
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砂事業用排水まて全ての業種からの排水を

対象としており畜産関連排水を特定はしてい

ないが畜産関連施設（経営体）は一つの事業

恥みなされており当然この条例の範疇に該

当することになる。このことから水質汚濁防

饂河川法，廃棄物の処理及び清掃に関す

琺律等の法的規制を受ける対象施設はこれ

嘘準を遵守する事はもちろんてあるが， こ

れらの対象外施設からの排水，洗浄水，管理

0手落ちによる汚水の流出等には指導調査の

対象となることから十分な注意が必要て‘あり，

経営者についてはこの条例の目的， 内容等を

理解する必要が生じてくる。

0, 流域市町村等の対応

先にも述べたとおりこの流域市町村は県下

0主な畜産地帯てあるためこれから生じる環

燒問題は大きな行政課題の一つとして位置づ

Itられていた。今回のこの条例制定に伴い流

貼町村ては従来からの懸案事項等も含めて

硫環境に対する関心も深まり，新叩折込み

チうシの配布，事業者への説明会開催等を実

惚し粂例の理解啓蒙を図っている，又市町村

はっては有機農業に対する ニーズの高まり

遠行してハード事業部門への具体的取り組

みも始まっている。

息3菊池Ill汚染の要因（条例啓蒙資料から）

汚濁負荷量moo>の割合

生

活

系

7
0
%

業種

全業種

傭考

1 この表でいう r全璽璽」とは、工場・事婁爆等の●璽活動を行うすべての婁種をいう。
t 検定方法は、擁水蔓濃を定める総理府令（詔和四十六年総涅府令第三十五号）
第二条の規定に墨づき罵境庁長官が定める方法による。

表 2 流域市町における主な畜産環境対策への取り組み

町村 主な畜産環境対策 対象事業（年度） 備考

A村 豚糞尿浄化モデル施設 県単事業(H3l 自然浄化法

B町 酪農糞尿適正化処理モデル施設 ）） (H3) II 

“ 
豚、乳牛糞尿臭気処理モデル事業 単町事業(H4-J 尉醸材•翔碇翻

C市 家畜糞尿広域処理施設 畜産甜i~総合対策(HO 発酵処理
0町 酪農糞尿適正処理モデル事業 IBJ単(H4-) 腐植資材
E町 家畜糞尿纂中処理施設 新農構(H4-H5) 石灰混合方式

F町 豚糞尿浄化モデル事業 県単事業(H4) 自然浄化法

GIBJ し尿＋家畜糞尿処理 新震襴(H4-) 活性汚泥法

表 2に示した処理対策等は流域市町村の主

なハード的取り組みを表したものてあるが，

この他にも広域的な環境甚礎調査 (H4 -H  

5) の取り組み，既存処理施設利用の見直し

と利用促進，環境汚染実態調査，地域環境保

全指導部会による啓発活動の実施等活発な活

動も計画されている。

6. おわりに

長い歴史を経て地域の文化を育て生活に潤

いを与え続けた川を守り浄化に努力すること

は， そこに生活する住民の責務てある。今回

施行される河川を美しくする条例は流域 21 

市町村の統一条例てあり日本て‘‘始めての試み

と聞いている。内容的には全業種について，

熊本県の排水甚準（一般基準）を目標値とし

ているが，行政の責務としての指導，総合的

施策の展開それに対する住民の協力等「皆て‘‘

力を合わせて川を美しく」がこの条例の甚本

となっている。

畜産環境問題もこの条例施行によって大き

くクローズアップされることは間違いないし，

またこの条例が他の河川流域に波及して行く

事も考えられる。我々畜産関係者も環境保全

の一翼を担う者として今後大いに関心を持ち，

協力して行く事こそが畜産の健全な発展に寄

与するものと信じている。
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豚舎に住む
ネズミから豚赤痢の病原体

Treponema hYodysenterialを分離
Hampson, D. J. et al. 

Isolation of Treponema hyodysenteガae
from a wild rat living on a piggery 

Aust. Vet. J. 68(9), 308(1991) 

［訳者注：この論文ての才、ス｀ミは

家ネズミなどの大型のネス｀ミ，所

謂ラットのこと；ハッカネズミ類，

所謂マウス， とは異なる。マウス

については， この論文とはぱ同じ

内容の論文が1982年Joens,L.A.& 
Kinyon,J.M. によって既に報告さ

れている。ラットについては，この

論文が世界て最初の報告となる。］

オーストラリア国ビクトリア州の

1大型養豚場（各豚舎：：：'とのオー

ルイン・オールアウト方式。導入

豚は豚赤痢不在農場から購入）に

おける豚赤痢撲滅計画の一環とし

て， Treponemahyodysenteriae 

(Th)のモニタリングを実施中て‘

あった。同国の他の養豚場の場合

同様この養豚場においても，殺

鼠剤て死亡または弱ったラットを

豚が捕食することは珍しい出来事

てはなかった。一方，養豚場のマ

ウスがThの保菌動物となり得る

事実が既に知られていたのて，本

報告ては，同養豚場のラットにつ

AOAC公定法としての
近赤外分析法の採用

W.R. Windham and F. E. Barton II 
Acceptance of NIRS as an Official method 

of analysis. 
NIRS news., 3, 2, 8-9(1992) 

近赤外分析法 (NIRS)は，粗飼

料中の水分，粗蛋白質(CP),酸性

デタージェント繊維(ADF),中性

デタージェント繊維(NDF),リグ

ニン， invitroi肖化率の成分分析法

として，過去 12年間以上広範囲

な研究がなされ，実用的にも広く

使われてきている。 USDA/ARS

Networkては， NIRSがAOAC公

定法として採用されるよう決定し

た。

CPおよびADFは，検醤線を未

校正機器に移設し，これらの成分

を94点の暖地型牧草に対象に定屎

した。各機器間の分析誤差は，両

成分ともに従来の化学分析と同等

のものてあった。これは， NIRSが

粗飼料分析の標準法としてみなせ

る証明てあり，第102回AOAC研

究会 (1989年）て取り上げられた。

一方，水分は，マメ科，暖地型・

寒地型牧草50点を用いて， 15場所

て検祉線を作成し， 16点の試料を

用いて検祉線の検定を行った。検

祉線および検定結果における標準

誤差(Se)は，それぞれ0.27-0.53

いて， Th保有の有無を調べt、:,植

らえた44匹のラットについて調べ

た結果，菌培養ては1/44 (2.3%)'(, 

また，糞の間接蛍光抗体法による

抗原検出てはさらに高い頻度(5

44)てThが検出された。この検査

が実施された 1カ月後，新規1:オ

ールインした豚舎て豚赤痢が発生

し， Thが分離された。そのTh0

DNAの制限酵索パターンは切

卜由来Thのバターンと一致しI:

（すなわち，同じ菌株てある可矮

性が高い）。同養豚場における和

トの本病伝染源としての役割淵

討はまだ不十分てあるが， Th桟柑

計画において留意すべき事例か

つとして紹介した。（高取一郎 9

水省家衛試）

%, 0.24-0.57%てあった。 り

f /' 

NIRSとAOACの従来法て1ふ目

ー場所における Seは， それぞれ

0.10-0.18%, 0.16-0.39%{~ 

り，分析場所間のSeは， それぞれ

0.22-0.57%, 0.29-0.57%{~ 

った。 NIRSは従来法と上
tべ，Seが

小さいかまたは同等てあっt,-

れに基づき第104回AOAC研究会

(1990年）に取り上げられfふ

NIRSによるCP,ADFの定位Ii

1992年秋に，水分の
定批は!993年

にAOAC公定法と
して推庸され

るてあろう。

（甘利雅拡 農水省畜試）

⑩ 畜産技術 1992年 7月号
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ブロイラーにおける代謝エネルギー：蛋白
比の異なる飼料給与時の過剰エネルギーに
対する反応としての脂肪蓄積および熱生産

M. G. MacLEOD 
Fat Deposition and Heat Production as Responses to Surplus 

Dietary Energy in Fowls Given a Wide Renge of 
Metabolizable Energy : Protein Ratios. 

Br. Poult. Sci., 32, 1097-1108(1991) 

耶のエネルギー：蛋白比の大

｝（異なる飼料を給与した場合，

籍エネルギーに対し， プロイラ

甚のように対応しているかに

うじて検討した。

約質 (CP)含祉13および21%

即）それぞれにセルロース，砂

秘＼ヽは大豆油を添加して代謝エ

,. ルギー(ME)含祉を 8-15MJ/ 

igしなるよう調整した飼料をプ

叶う一雌雛に21-42Fl齢の 3週

訥した。飼料摂取址および増

体.litを測定するとともに，試験

前・後の試験雛の屠体分析から，

試験期間の蛍白質，脂肪および総

エネルギー蓄積祉を求めた。そし

て， ME摂取拭から総エネルギー

蓄利国を差引いて熱生産祉とした。

その結果，飼料のME含祉は約

2倍の差があったが， ME含址が

高まるに伴い飼料摂取祉が減少し，

ME摂取屈は25%増にとどまった。

飼料のCP含盤は飼料摂取乱に影

響を与えず， CP摂取祉はCP:ME 

サイレージ埋蔵中のLactobacil/us属
およびPediococcus属乳酸菌の挙動を，
DNAプローブ法でモニタリングする。

P. S. Cocconelli, Ellsetta Triban, M. Basso and V. Bottazzi 
Use of DNA Probes in the study of silage 

colonization by Lactobacillus and Pediococcus strains. 
Journal of Applied and Bacteriology .71, .4, .296-301(1991) 

＂レ`‘‘’
ーン添加用乳酸菌の添加

息を調べる場合など， サイレー

翡加）特定の微生物の挙動を

--< ~/J) は困難てある。各菌の
燒プ0-プ(DP)を用いたコロ

;、"イプリダイゼーション法は，

動サイ レージ中の目的の菌の

虹タリングするのに有効

琺てあることが示された。

＂レ_,.. ノ（トウモロコシ2500
', 垂直パンカ

ーサイロ）調製時に
囁性・fl酸耐性の 2種の乳酸

菌 3株（粋歯， LactobacillusPlan-

tarum L40, L, PlantarumL38及

び球菌， PediococcusPentosace-

ous P60)を添加し， その挙動を調

べた。

埋蔵後，経時的に一定の場所か

らドリルを用いてサンプリングし，

その抽出液を選択培地に塗って培

旋し，生育したコロニー数から菌

数を計数した。

生育した乳酸菌を 3枚のフィル

ターに移し取り，フィルター上て

比に比例した。熱生産祉 (kJ/
kgo.61)はME含祉によって影響さ

れなかったが， CP含祉によって有

応な影評を受け， CP21%飼料は13

％飼料に比べ約 8%の増加となっ

t・ ヽ 0

飼料のCP:ME比と増体の蛋

白質：エネルギー比，屠体の脂肪

含拭および屠体蛋白質含祉との間

に高い一次の相関が認められた。

これ らのことから， エネルギ

ー：蛍白比の異なる飼料を給与す

ると，プロイラーは摂取した過剰

のエネルギーを熱生産によって調

節するのてはなく，脂肪によるエ

ネルギー蓄梢割合を変えることに

対応すると結論している。

（山崎昌良 塁水省畜試）

浴歯させてDNAを精製した。各乳

酸菌は特長のあるプラスミド

DNAを持っていたため，各フ゜ラス

ミドのDNA断片を非放射プロー

ブてラベルして各菌のD-Pとした。

3枚のフィルタ ーを各菌のD-Pて`

コロニーハイプリダイゼーション

した結果，培地上に成育した乳酸

内の96.5%が 3株いずれかの添加

乳酸菌と相同性があり，程菌，球

菌の総数とも一致した。また乳酸

歯を添加しなかったサイレージに

成育していた乳酸菌を同じD-Pを

用いてコロニーハイプリダイゼー

ションした結果，相同性は見られ

ず，各D-Pは選んだ菌に特徴的な

マーカーてあ ることが確認された。

（北本宏子 農水省草地試）
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JICA,.. 
プロジェクト方式技術協力とは？

(1)効果的な協力形態

JICAの技術協力は，開発途上国が必要とす

る分野の技術移転及び技術の普及を行い，相

手国の人材育成に協力することを目的として

います。前回ても述べましたが，技術協力に

はいろいろな形態があり， そのひとつが「プ

ロジェクト方式技術協力」てす。

この事業は，①専門家の派遣，②研修員の

受け入れ，③機材の供与，の 3つの要索を組

み合わせてパッケージ化し，計画の立案から

実施，評価まてを一貫して運営・実施する協

力形態て‘す。最近ては， この 3つの要素に加

え，専門家の現地における技術移転・普及活

動を活性化するための，現地事業の支援経費

の投入も積極的に行っています。（ローカルコ

スト負担事業と称しています）。

なお，近年は，プロジェクト方式技術協力

の拠点となる建物，施設等を無償資金協力に

よって対応するケースが多くなっています。

(2)集中型の技術移転

プロジェクト方式技術協力ては， 日本の有

する技術，経験，知識， ノウハウを相手国の

実情を踏まえ，一定期間集中的に相手国の人

材に移転します。

プロジェクトは， JICAが相手国の実施機関

と署名・交換する討議議事録 (R/D: Record 

of Discussions : 以前の本誌て説明）に甚づ

R 畜産技術 1992年 7月号

いて，通常 3-5年間程度の協力が実施され

ます。協力期間中には，①長期専門家（任月

1年以上）を 5-10人程度派遣し，必要噂

じて短期専門家（任期 1年未満）を派遣しi

す。そして，②相手国研修員（カウンターバ

ート）を10-20人程度受け入れ，③技術移転

に必要な機材を供与します。さらに④現地事

業の支援経費を負担します。

(3)協力の目的と分野

プロジェクト方式技術協力が目指す協力iふ

大きく分けて，①相手国の経済的自立発展を

促すための協力，②Basic Human Needsの充

足を目指す協力（保健・医療の充実・食翡贈

産・環境保全 ・防災等）てす。また，最近て

は人づくりの基礎となる教育，特に初等・中

等教育の拡充にも力を注いて‘います。

現在， JICAのプロジェクト方式は 5分野1:

分かれており，①社会開発協力，②保健医視

協力，③人口家族計画協力，④農林水産業枝

術協力，産業開発協力となっております。

(4)プロジェクトのサイクル

相手国の開発• 発展に資するプロジェクト

は， その発掘・形成段階から実施，終了に致

るまて‘， 一定のサイクルに従っておこなわれ

ます。これを図示すると図 1のとおりにな り

ます。

(5)プロジェクトの実施モデル

プロジェクト・サイクルて‘示したとおり，

JICAはプロジェクト形成調査や基礎調査を

通じて積極的に相手国のニーズ把握に努め，

プロジェクトを形成します。

このはかにも， JICAの他の事業形態， t:l: 

えば開発調査や無償資金協力が，直接あい

は間接的にプロジェクト形成に結びつく-
と

があります。現在実施中の約半数のプロ ジェ

クトは， JICAが無償資金協力て供与
した脆

設，機材等を利用しています。このような庫

---,,,iilllll 
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（ 墨 玲 写 芝 翠 烏 抵 コ 痴 S 莱 烏 圭 ｛ 景 H S 湘

邑 笛 心 ？ ， 庄 斗 ゜

霊 邑 国 渫 戸 渫 菩 達 津 内 蛋 さ が 5 汗 t
、

J 匹 古

5.
 
事

後
評

価

取 曲 澪 字i

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
終
了
後

3
年
程
度
経
た
時
点

で，
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
況
鵡
査
や
ア
フ
タ
ー

ケ
ア
調
査
等
を
行
い
，
持
統
可
能
性
や
協
力
効

果
の
浸
透
度
を
把
攘
し
ま
す

。

調
査

の
結

果
相

手
国

の
自

助
努

力
の

成
果

が
見
ら
れ
，
か
つ
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
行
う
こ
と

が
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に
有
効
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
た
場
合
は
，
短
期
専
門
家
派
遺
や
ス
ペ

ア
パ
ー
ツ
等
の
憬
材
供
与
に
よ
る
協
力
を
行
い

ま
す

．

ま
た
，
慣
断
的
観
点
か
ら
技
術
協
力
効
果
を

評
価
す
る
た
め

，
国
別
・
分
野
別
の
評
価
調
査

も
行
っ
て
い
ま
す

。

1 9 9 2 . i f  7  } ' I %  

4.
 
実

施
3
.

 実
施

準
備

専
門
家
派
遣
~
研
修
員
受
入
~

攪
材
供
与
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
計
画
に
沿
っ
て
進
め
ま

す
。

実
施
期
間
中
は
，

日
本
側
と
相
手
国
側
の

援
助
閲
係
者
で
構
成
さ
れ
る
合
同
委
員
会
が
ブ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営

・
管
珪
に
関
す
る
こ
と
を

定
期
的
に
協
議
す
る
ほ
か
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

中
間
評
価
等
を
行
う
た
め
，
毎
年
日
本
よ
り
調

査
団
が
派
遺
さ
れ
ま
す

。
ま
た
，
実
施
中
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
は
，

JI
CA
の
在
外
事
務
所
が
行
い

ま
す

。

協
力
期
間
の
最
終
年
に
は
，
終
了
時
評
価
を

行
っ
て
．
そ
の
結
果
に
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

延
長
ま
た
は
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す

。

ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
審
査
を
通
過
す
る
と
」

IC
A

は
．
専
門
家
の
人
邁
と
派
遣
前
集
合
研
修
の
実

施
供

与
機

材
の

邁
定

．
テ

キ
ス

ト
や

視
屁

覚

教
材

の
開

発
研

修
員

の
受

け
入

れ
計

画
作

成

な
ど
．
円
滑
な
協
力
実
施
に
向
け
て
準
債
を
始

め
ま
す

。

ま
た
．
必
.
.
に
応
じ
．
日
本
国
内
に
有
議
者

か
ら
成
る
国
内
委
員
会
を
骰
置
す
る
な
ど
．
国

内
支
援
体
制
を
整
え
ま
す

。

協
力
期
間
が
終
了
す
る
と
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
相
手
国
側
の
手
に
委
ね
ら
れ
＇
い
よ
い
よ
自

立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

協
力

の
合

意

相
手
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
襖
間
と
の
間

で
協

力
の

条
件

，
範

囲
期

間
実

施
体

制
等

に
つ
い
て
協
議
の
う
え

，
討
議
議
事
録
に
暑
名

- i A h 喘 ）

ベ 斗゚
（ 料 室 荘 J I C A j e f r O ) 、ん Y 7 9 y

ヽ テ 吋 洪 澪 弐 ↓ g h 」 ↑ o l 患 塁 ）

9
 

プ 「 7 。 口 v〉 u r

内 ホ fウ ) て h ざ ぃ 図 洸 L f い 5 S 氾 図 2



◎
 

虫 油 澪 字 i 1 9 9 2 . q ' .  7 ) ' l - ! ; e j ＇
 

駆 [

実
施
モ
テ
ル

発
掘
・

形
成

I
 確

認
立

案
1
 実

施
準

備
I
 

1
開

始
2
年

前
以

前
1

開
始

1
年

前
'
 

実
施

事
後

評
価

1
年

目
2
年

目
3
年

目
4

年
目

5
年

目
6
年

目

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

形
成

調
査

基
礫

調
査

無
償

資
金

協
力

開
発

調
査

！
 

r
 _
_
_
_
_
 j

 _
_
_
_
_
 -
,

 

I
 ＇ 

有
償

資
金

協
力

r
 

＇ 
-
-

~-
--

--
--

--
--

- 」

途 上 国 の 正 式 要 請

終
了

後
3
年

以
降

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

ロ
事

前
謂

査
長

期
調

査
D
 

I
□

 1
□

 I
□

 I
□
 

実
施

協
議

謂
査

計
画

打
合

せ
巡

回
指

導
調

査
巡

回
指

導
鱈

査
巡

回
指

導
調

査
終

了
時

評
価

調
査

謂
査

I
も

し
く

は
口

計
画

打
合

せ
翡

査
機

材
脩

理
調

査

フ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

国
内

支
援

体
制

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

(
I

年
の
場
合
）

悶
□
 口

事
後

現
況

調
査

ロ
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
調

査

事
前

調
査

相
手

国
の

協
力

要
請

の
背

景
内

容
や

途

上
国

内
の

実
施

体
制

等
を

調
査

し
て

．
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
可

能
性

を
確

認
し

ま
す

。

長
期

謂
査

事
前

調
査

を
実

施
し

た
後

，
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
計

画
お

よ
び

協
力

計
画

等
を

立
て

る

に
あ

た
っ

て
欠

如
・

不
十

分
な

事
項

を
補

完

す
る

た
め

の
調

査
で

す
。

実
施

協
議

謂
査

相
手

国
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

担
当

機
関

と
の

間
で

．
協

力
の

条
件

．
範

囲
，

期
間

．
実

施

体
制

等
に

つ
い

て
協

議
す

る
た

め
の

調
査

で

す
。

R
/
0
の

薯
名

・
交

換
を

行
い

ま
す

計
画

打
合

せ
謂

査

フ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

後
．

実
施

計
画

の
妥

当
性

を
．

相
手

国
側

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
係

者

と
検

討
し

ま
す

巡
回

指
導

謂
査

効
果

的
な

技
術

協
力

を
行

う
た

め
に

．
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
運

営
管

理
を

は
じ

め
と

し
て

大

局
的

立
場

か
ら

．
専

門
家

と
そ

の
カ

ウ
ン

タ

ー
バ

ー
ト

に
対

し
助

言
・

指
導

を
行

い
ま

す
。

巡
回

指
導

調
査

も
し

く
は

計
画

打
合

せ
調

査

フ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
行

計
画

の
中

間
見

直
し

を
行

い
ま

す
。

機
材

修
理

調
査

供
与

機
材

の
脩

理
を

行
っ

た
り

．
維

持
管

理
の

指
導

を
行

っ
た

り
し

ま
す

。

終
了

時
評

価
調

査

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
目

標
達

成
度

の
判

定
や

協
力

成
果

の
測

定
，

終
了

後
の

取
扱

等
に

つ

い
て

協
譲

し
ま

す
。

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

終
了

時
評

価
に

よ
り

，
当

初
の

目
標

を
達

成
し

た
と

判
定

さ
れ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

終

了
し

ま
す

。
そ

れ
以

外
に

つ
い

て
は

(I
)延
長
，

(2
)フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

等
の

措
置

が
と

ら
れ

ま

す
。 延

長
と

は
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

を
1
年

r.i
引

き
延

ば
す

措
置

で
す

。
こ
れ
に
対
し
，

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
は
，

目
標

を
達

成
し

て

い
な

い
一

部
の

特
定

分
野

に
対

す
る

一
定

期

間
の

協
力

継
続

で
す

。

事
後

現
況

調
査

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

の
状

況
を

調
査

す

る
も
の
で
，

J
I
C
A
の

在
外

事
務

所
が

実
施

し

ま
す

事
後

評
価

調
査

終
了
後
,

3
~
5
年

経
過

し
た

フ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
協

力
効

果
を

測
定

し
ま

す

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

協
力

終
了

後
3
年

以
上

経
過

し
た

ブ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
に

対
し

，
必

要
に

応
じ

て
補

完
的

指

導
を

行
い

ま
す

。

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

調
査

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
の

必
要

性
を

判
断

し
ま

す
。

| し



゜ 植物品種保護制度 (4)
-UPOV条約の改正①

横内 泉 (IzumiY okouchi) 農林水産省農蚕園芸局種苗課

近年の植物分野おけるバイオテクノロジーの進

展が植物品種の保護に種々の影響を及ばしつつあ

ることについては前回みたとおりてあるが， こう

した状況に対応するため， UPOV(植物新品種保

翻際同盟）ては， 1988年以来，植物品種保護制

度のあり方を見直しUPOV条約（植物新品種保護

国際条約）を改正するべく検討を進めてきた。そ

嗚果，昨年3月にスイスのジュネープて開催さ

訊条約改正外交会議において，条約改正案が全

令翫採択されるところとなっている。国内に

おいては，農和k産省農蚕園芸局長の委嘱による

攣験昔からなる「バイオテクノロジ一成果物

闊研究会」により， この問題について90年 9月

I: 報告書が取りまとめられているが，今回の条約

証の内容は基本的にその報告書の内容に即した

切となっている。以下，条約改正の主要な内容

等について本号と次号の 2回にわたって紹介する。

l植物品種権の強化

植物品種に関する権利（植物品種権）は甚本的

渭殖の権利てあるというのが従来からの考え方

（あるが，これまては原則として増殖後における

蒻の販売行為を権利の対象としていれば，はば

鴨）権利としての実効性を確保し得ていた。し

かしながら，種苗の大乱増殖技術等の進展により，

駈）販売のみを権利の対象とするのては植物品

翡勘疇として不十分なものとなりつつある

こしから
，改正条約においては増殖行為そのもの

噸ljの対象として明文化されるところとなって

＼ヽる。

吐，権利行使の機会が種苗の販売時に限られ

ている現行制度の下ては，無拐伐増殖された種苗

から得られた収穫物を販売している者，さらには

その収穫物から得られた加工品を販売している者

がいたとしても， これらについて植物品種権者は

何ら権利を主張し得ないが，植物品種権が増殖の

権利てあることに鑑みれば，植物品種権者は，増

殖後得られたものについて 1回権利行使の機会が

保障されるべきてある。そこて改正条約て‘‘は，種

苗段階ての権利行使を原則としつつ， もし種苗段

階て‘‘権利を行使てきなかった場合には収穫物段階

て‘‘，さらに収穫物段階て‘、も権利を行使て‘‘きなかっ

た場合には加工品（直接的な加工品。「直接的」と

の限定が加えられたのは，取引の安定を図る観点

から加工品に当該品種の特性がある程度現れてい

るものに限る趣旨。）段階て］ それぞれ権利行使し

得るものとしている（ただし，直接的な加工品を

権利の範囲に含めるかどうかは各国に委ねられ

る。）。

このほか，今回の条約て‘｀は，出願から権利付与

まての間の仮保護制度の溝入が各国に義務付けら

れることとなる（現行は任意規定。）。

なお，品種の育種索材としての使用及び農家の

自家採種は，いずれも増殖の一形態てあるため，

今回増殖を権利の対象とすることにより一義的に

は権利の効力が及ぶこととなるが，前者にについ

ては「育種索材としての使用の自由」を1甜章して

育種の振興に査するため， また後者については従

米からの長年にわたる慣行を雌重して， それぞれ

植物品種権の効力が及ばない例外とされている

（ただし，展家の自家採種の例外措置は任意規

定。）。

釦産技術 1992年 7月号 ⑮ 



一家畜飼養頭羽数

乳用牛飼養戸数は，飼養者の高

齢化，後継者不足による労力不足

◎乳用牛

と肥育用子牛・老廃牛の価格低迷

による収入滅等から，小規模階層

（単位：戸，干頭，頭）

◎肉用牛

肉用牛飼養戸数は，飼養者の高 の枝肉卸売価格の低迷等により，

齢化，後継者不足に加え，乳用種 小規模飼養者を中心に飼養中止が

豚飼蓑戸数は，飼蓑者の高齢化，

後継者不足による労力不足，都市

平成元年Iso.2ooca1.J) 
43,400(86.5) 

36,000(83.0) 

29,900 (83. I) 

採卵鶏飼養戸数は，飼養者の高

齢化，労力不足，都市化による飼

⑲ 畜産技術 1992年 7月号

飼養頭数

うち子取り用鍾牛Iうち乳用種 Iうち交墟種

（単位：戸，干頭，頭）

10.8 

11.6 

巴十岳

◎豚

化による飼養環境の悪化等から，

小規模飼簑者を中心に飼養中止や

◎採卵鶏

養環境の悪化等から，小・中規模

飼袋者が飼蓑を中止したことによ

（単位：戸，千羽）

（平成4年t月1日，畜産翻）

を中心に飼袋を中止したことは

り，前年に比べて 8%滅少しtビ

） j, 飼養頭数は前年並みてあっt:。
この結果， 1戸当たり飼養棘

は，前年の34.6頭から37.8頭cli

った。

多かったことにより ，前年i:炉

て5%滅少した。

一方，飼接頭数は，和子牛鱈

和牛枝肉卸売価格が概ね堅調-c'h
ったことから，肉用種の増創：ょ

り，前年に比べ 3%増加しに

この結果， 1戸当たりの餌養頭

数は前年の12.7頭から13.8頭I:It 

った。

規模縮小が多かったことにより，

前年に比べて17%滅少し，飼養頭

数は 3%滅少した。

この結果， 1戸当たり飼養頭R
は前年の314.9頭から366.8頭と11

った。

り，前年に比べて 9%滅少し1ふ

一方，飼養羽数は，
鶏卵師虎値

た生産意欲0
格の上昇を背漿とし

高まり等から，平成 2年秋か砂

なのえ付け羽数が増加したこ ・
t I 

4%増肌し払
より，前年に比べて

この結果， 1戸当た
りの成割

す羽数は， 1 万3,800~~から l万

5,800羽となった。



一
海外主要農産物価格の推移

ウルグアイ・ラウンドが開始さ

れる以前は，過剰在庫を背景とし

た輸出補助金付き輸出競争等によ

り，主要農産物の国際価格は低迷

していた。最近は，価格が回復し

てきている。

なお， ECにおける価格支持対象

農産品価格は，可変課徴金等によ

る二重価格制度により，域内価格

が国際変動に直接的に影響されな

いことをうかがわせる。

区分 I牛肉 1 豚肉 パター 1 チース: I 小麦 1とうもろこし 1 米
Beef Pork Butter Cheese Wheat Maize Rice 

大―
大豆油 大豆油かす

Soybe!n I Soybean l Soybean J石：ug! 
oils & fats akes & meal 

単 位

1980 

1985 

~;1i!1::;~~: 書~:;し『ピ；：」;~:: ェル1:~~{ブノI トル／トノ 1;~; エル1セノト／ボノト1トル／卜/1::::ノ

38.63 5.02 1717 1482 4.32 3.10 414 6.90 24.25 203 283 
51 . 40 6. 40 2045 2 I 32 3. 26 2. 56 21 2 5. 54 26. 04 132 90 

1986 54.79 6.61 2137 2278 2.91 2.05 

1987 56. 55 6. O I 2292 23 12 2. 82 I . 69 

1988 53.64 5.25 2309 2392 3.66 2.51 

l989 57.14 6.81 2357 2379 4.12 2.57 

1990 59.83 6.97 2533 ... 3.24 2.50 

1991 I 54.24 6. 75 2237 3.01 2.45 

3
4
4
4
4
8
5
9
4
6
4
6
3
1
6
2
4
6
 

•••••••• 2

2

2

2

2

2

2

2

2

 

5
8
6
2
6
9
8
7
7
7
9
6
6
1
9
8
1
3
 

2

2

2

2

2

2

2

2

3

 

9

6

0

8

3

 

~
玉

2
8
7
2
7
8

ニ

2
9
0
2
8
8
~

4
7
5
1
4
4
9
9
2
0
7
9
1
0
1
4
8
5
 

2

2

2
ー

2
ー

2

2

2

2

2

2

2

2

2

 

2
1
1
1
5
3
6
2
7
1
5
9
0
8
3
9
3
7
 

．
．
．
．
．
．
 

5

6

6

6

6

7

7

6

7

 

2
8
0
2
7
7
2
0
7
3
7
1
1
2
2
2
1
8
 

••••••••• 5
6
5
5
5
5
5
4
5
4
5
3
5
3
5
3
5
3
 

月|
2

 

年

，
 
，
 

206 

223 

296 

313 

284 

308 

310 

335 
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5.14 16.71 151 

5.26 16.40 165 
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168 

165 
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176 

161 

196 

187 

108 

108 

151 

196 

182 

207 

202 

194 

201 

201 

172 

191 

235 

263 

209 

三［ピ□［三::臼り; m 〗：臼: :i: m 
市場及び銘柄は次のとおり：

牛 肉：デンマーク 米 ：タイうるち精米（砕米混入率10%)FOB
豚 肉：オランダVAKO支払価格 大 豆：シカゴ期近

パター：デンマーク，未包装の国内平均価格 大豆油：シカゴ期近

チーズ：フランス， 45%脂肪，エメンタール 大豆油かす：シカゴ期近

小 麦：シカゴ期近 砂 糖：ロンドン砂糖（現物）

とうもろこし：シカゴ期近

1各月の価格は第 1週末のもの，各年の価格は当該暦年の各月の価格の平均値である．
3 価格のポン ドは £Stg., ドル（セント）はUS$(US¢)である．

1ロングトン =1,016.046kg, Iプッシェル（小麦） =0.027216MT, Iトン=I MT= 1,000kg, Iプッシェル（とうもろこし）＝
0.02540IMT, Iポンド=0. 000454MT 

畜産技術 1992年 7月号 。



社日本家畜商協会の概要

社団法人 日本家畜商協会が組織されたの

は，昭和22年てあった。戦後間もないことも

あって，当時の食料事情は最悪て｀，食料の安

定的供給を図るには，家畜の資源確保こそ緊

急課題と提唱された。その橋渡し的役割を担

ったのが家畜商てあり， しかも効率的推進を

図るには全国一丸となった組織化の必要性が

求められ，協会が創立した。

l . 協会の目的と業務概要

協会の目的は，家畜取引に関する調査研

究・指導と健全な家畜取引の発達を図り，且

つ会員の経済的社会的地位の向上及び畜産振

興に寄与することとしている。本会は，家畜

商法・家畜取引法及び供託法に基づき運営し

ており，具体的には，家畜取引の発達に関す

る指導家畜商の営業保証金の供託代行，家

畜取引に関する調査・研究並びに知織の普及

啓蒙等の業務を行っている。

2. 家畜商の推移

昭和 3年の家畜商数は 7万余名をピークに，

以後， 5万名台を前後し，最近ては55年の 6

万 2千名を最高に漸減し，平成 3年末は 5万

8千名てある。

この免許取得者は全て家畜取引業務に従事

していなく，抹消もしていない。むしろ新規

に免許を取得する人数は昭和50年頃まて＂毎年

2千名前後てあったが， その後漸減し，最近

ては 1千名を下回っている。

3. 家畜取引の概要

家畜の流通は，子畜の生産地 （繁殖） 一利

用地（肥域或は産乳） ―-消費地（食肉）を経

路とする家畜の流れてあり，子畜の生産地一—

利用地間は生体， 利用地一消費地間は生体に

R 畜産技術 1992年 7月号

加えて枝肉或は部分肉等の形て流通する。

家畜流通は，家畜商のほかに農協•生産者·

食肉関連会社等があり， これらが競争的な関

係の下て‘‘家畜取引をしている。

最近 3年間の家畜市場における肉用牛，乳

用牛の成子を合わせた総取引頭数 1ふ

130-140万頭てある。これらの牛が出荷者，

購買者別の取引頭数シェアを表示すると， ~II

表のとおりてある。

出荷者の家畜商は40数％を占め，生産者や

農協を凌いており，購買者の同者についてし

60数％と農協他を圧倒的に引き離して高い信

合を占め，生体流通における家畜商の果して

いる役割の大きいことを物語っている。「こ〇

ように家畜商は家畜流通の主役には変わりな

いが，前述したように新規家畜商の半滅砂

後継者不足がみられる。また肥育畜の生雌

通から食肉流通への移行に伴い，東京・大仮

の大消費地ては枝肉の出荷割合が高い。

このような流通体系の変化に伴い家畜輯

への上場頭数は漸減している。そんな中i:も

大消費地への生体出荷が上場頭数の相当紛

を占めていることに留意する必要がある。 i

た生産費の低減とあわせて， より消費者ニー

ズに応える流通の合理化・近代化が期待され

取引頭数

（千頭）

出荷者

63 I ,405 26. 1 I 43. s 

元 1,361 23_ o I 4s.s 

2 1、357 22.7 

購
63 I ,405 24.2 

い I: :::~ 1 :: :戸
資料；農水省食肉鶉卵課，佃全国肉用子牛価格

安定基金協会調

注： 取引頭数は，肉用牛・ 乳用牛の成子を

あわせた取引頭数 （小）II昭;)
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山梨県畜産技術連盟の紹介

l. 山梨県畜産技術連盟について

一昨年拙畜産技術協会が発足し， その指導

飢とに県段階ての組織の再編整備という観

点から関係者の間て種々検討を重ねた結果，

則似団体としてあった畜産振興連絡会と統合

し一昨年11月218山梨県畜産技術連盟として

新発足しました。

従来連盟の会員は殆ど県関係の職員て‘‘構成

されていた関係から，新畜産技術連盟の会員

1: ついても当初は県関係機関の会員のみて・・,

その後，関係団体にも呼びかけ， 7名の加入

碍，県職員49名と合せて56名の会員て発足

謬ことになりました。

廷，新組織への切り替えを契機に従来県

畜産課に晋かれていた事務局を県畜産会に移

管し，当面，会員数の拡大に重点を置いてPR

したところ第 2年次の平成 3年度の会員数を

認に拡大することが出米ました。会員を所

属別に見ると県機関59名，県内団体関係職員

12名と団体関係の会員数を大幅に増加させる

こtがてきまし f>
'-0 

1. 山梨県の畜産概況について

平成 2年度の山梨県畜産物生産額実績は

193偲円て｀農業生産額の17.1%を占め第 1位

蝶柑(570億円），第 3位の野菜 (178億円）

t並んて畜産は本県農業の基幹作日の 1つと

なっています。

畜種別には，乳用牛が56億 6千万円て畜産

建翡実績の29.3%を占め，次いて‘‘肉用牛が

贖1千万円（同20.8%), 豚 37億 7千万円

伺19.5%), ブロイラ ー 32億円（同16.6%),

囁 23億円（同11.9%) となっています。

蒻の飼養状況は別表のとおりて‘ヽ， 地域的

には乳用牛が富士北麓地域，八ヶ岳南麓地域

及び桂川流域に多く，肉用牛は県の北西部の

峡北地域が主産地化されてきています。蓑

豚・養鶉については局地的に集中している地

域もありますが，概して全県的に散在してお

り，一部に企業的大型経営へ移行しているも

のも見られます。しかし，各畜種とも小中規

模飼育層を中心に飼養戸数の減少傾向， また，

後継者不足などは他の県に類似した傾向かと

思います。

3. 技術連盟の活動状況について

畜産技術連盟発足後日も浅く事業もこれか

らと云った感がありますが， 5月の総会にお

いて ①組織の拡充を図るため個人会員の加

入促進，②情報収集及び伝達 ③研究会 ・検

討会の開催 ④刊行物の配布 ⑤会員相互の

親睦等が決められ， これらの事業計画に沿っ

た活動が進められ， その手はじめとして昨年

12月技術協会専務理事鎌田啓二氏を招聘し

「今後の畜産先端技術の展開と（初畜産技術協

会との関わりについて」と題する研修技術協

会とこ閾わりについて」 と題する研修会を開

催致 しました。今後このような研修会，検討

会を畜産牒家を含め幅広い分野の人々を集め

開催し，連盟の拡充強化を図ることを考えて

います。

〔別表〕山梨県における家畜飼養状況

（単位 ：戸，頭，千羽）

区 分 戸 数 頭 羽 数

乳 用 牛 280 7100 

肉 用 牛 350 11900 

豚 240 48000 

採 卵 鶉 60 720 

ブ ロイラー 36 1098 

畜産統計：平成 3年 2月 1日現在

採卵鶏は成鶉300羽以上

（野沢繁）

畜産技術 1992年 7月号 R 



中央だより

トピックス

0全国家畜保健衛生業績

発表会開催される

第33回目の全国家畜保健衛生業

績発表会が 5月28, 29日の両日に

わたり東京都千代田区公会堂で開

催され，全国から応募した700題の

うち都道府県，地域プロック段階

で選出された48題の発表が行われ

た。

この中から「黒島における牧野

ダニ撲減と肉用牛の生産振興（沖

縄県中央家保）」，「長野県における

乳牛の代謝プロファイル基準値の

設定（長野県松本家保）」の 2題に

農林水産大臣賞が， 22題に畜産局

長賞が贈られた。

〇全農酪農青年婦人経営

体験発表会開催される

全国農業協同組合連合会が主催

する第10回全農酪農青年婦人経営

体験発表会が 5月29日にJAピルで

開催された。

全国から選ばれた 6名が経営体

験を発表し，最優秀賞に岩手県岩

手町の松本栄氏，優秀賞に北海道

厚岸町の徳田善ー氏，群馬県富士

見村の町田一美氏，長野県飯田市

の吉川正志氏の 3氏，優良賞に徳

島県上板町の川田八重子氏，宮崎

県高原町の清水祐子氏の 2氏が選

R 畜産技術 1992年 7月号

ばれ，それぞれ表彰された。また，

NHK解説委員の中村靖彦氏により

「暮しの中の食糧問題」というテ

ーマで記念講演が行われた。

0国際協力専門家タイ国で

表彰される

国際協力事業団からタイに派遣

されている熊谷哲夫氏（チームリ

ーダー），緒方宗雄氏（国際協力専

門員）は，同国の畜産振興への貢

献を評価され， 5月2日にシリン

トン王女から白象章を授与された。

両氏は，タイ国立家畜衛生• 生産

研究所計画の推進に携わっている。

〇養豚経営安定推進会議

全国会長会議が開催される

第25回養豚経営安定推進会議全

国会長会議が 5月27日に全国町村

議員会館で開催され，平成 4年度

の豚肉の需要は前年度並みないし

僅かに上回ると見込まれる一方，

国内生産は前年度を下回ると見込

まれる状況にあることを踏まえ，

「養豚に係る計画生産体制の整備

及び補助事業等の取扱について」

（昭和56年 7月30日付け， 4局長

通達）の運用に当たっては，中核

となる養豚生産者を育成すること

を基本とし，環境保全対策を積極

的に推進するとともに，老朽化し

た畜舎，施設の更新，生産性や作

業能率の向上のための畜舎の改善

等の制度資金の融資についても弾

力的に対応することを決定し/:,

また．政府に対し，環境保全対策，

オーエスキー病の清浄化対策等(

推進について要請すること等が決

定された。

〇馬のDNA分析研究施設竣Iさ

れる。

日本中央競馬会(JRA)は、ウマ

のDNAを解折する研究施設を、豆

走馬総合研究所内に 6月中に悛I

された。また、第 2回馬DNA研謬

話会が 6月30日、馬事公苑で開罹

された。

＊行事予定

0平成 4年度全国優良畜産

経営技術発表会の開催

囲中央畜産会が毎年行っている

全国優良畜産経営技術発表会が1

月 1日に三会堂ピルで開催されふl
当日は，優良経営者の発表のほか

「新しい世代と新しい感性による

畜産経営」というテーマでシン点

ジウムが行われる。

〇全国酪農青年婦人酪農

経営発表大会の開催

全国酪農業協同組ロ
這合会及び

全国酪農青年婦人会議が主催する

第22回全国酪農青年婦人酪農経営

発表大会が 7月23,24日に愛餌

松山市で開催される。
当日は， g

営発表表彰のほか
文化講演が行

われる。



地方だより

トビックス
[I本県］

宍「SPF化系統豚維持施設」

馘憬種豚の供給開始

養豚振興の一環として， 熊本県

Iiよび系統団体が強力に推し進め

ているSPF豚の供給施設が 5月 1

SI: 落成し， 7日に県農業研究セ

ンターで育成してきたSPF化豚69

記 Iき渡された。

この箆設は， JA熊本経済連が総

屠纂賣2億8千万円をかけ， 菊池

届大津町に建設したもので， SPF 

稔4棟，管理棟， くん蒸消毒施

~. ふん尿処理施設等から構成さ

訳いる。

麻県農業研究センターでは，

聡57年から，全国でもトップレ

ペルの能力を持った系統豚「ヒゴ

サカエ301(ランドレース種）」の

絨を行ない， さらに，平成 2年

よりこの系統豚のSPF化を進め，

釉技術や管理方法等の技術を確

iした。

平成5年から農家へのSPF豚の

賤が開始され，優れた肉質と健

農ィメ． ージを持った銘柄豚の確立

＼：より，養豚農家の経営安定に貢

息するものと大いに期待されてい

る
（大村禎子）

立行喜予定

湘39回山形県畜産共進会の開催

恥：平成 4年 7月12日（日）

規祈
：山形中央家畜市場（天童

裔）

疇教：乳用牛110頭

韓牛40頭種豚30頭

宣：畜産物の展示

畜産新技術のパネル展示

協会だより

去る 5月22日開催の全国畜産課

長会議において．畜産技術協会か

ら次の事項をお願い致しました。

事業の指導及び協力方に
ついてのお願い

日頃から．当協会の活動につい

て格別のご高配を賜わり．厚くお

礼申し上げます。

なお、本協会の事業等について

少しお願いをいたしたいと存じま

す。

1 地域畜産技術活性化特別対策

事叢の円滑な推進について

当協会の会員である都道府県組

織の強化と活動の活性化を図るた

め．地方競馬全国協会の特別のこ・

理解のもとに．平成 3年度から「地

域畜産技術活性化特別対策事業」

を実施しております。

本事業の趣旨は．全国会議等で

説明し，大方のご理解を得ている

と考えておりますが．平成 3年度

の事業実施状況をみると．各都道

府県間で事業の取組みになお格差

がみられます。

本事業は，産．官，学の各畜産

関係者をあげての地域の実情に応

じた体制づくりを目指しており．

そのための活動に必要な経費の一

部を助成するものであります。従

って． これまでのような特定の一

部畜産関係者の親睦的な組織活動

では．事業の趣旨に合わないこと

にもなり． また．地方競馬全国協

会のご理解も得られなくなります。

つきましては．そこのところを

十分ご理解いただき．組織づくり

や活動について．特段のご配慮と

ご指導をいただきたいと存じます。

2 国際協力事巣 (ODA)に対す

る積極的なご協力について

開発途上国からの畜産分野の技

術協力要請は，年々増加してきて

おりますが，それに対応していた

だ＜技術者の数が少なく，多くの

要請に応ずることが困難な状況に

あります。

当協会は，国の実施する畜産分

野の国際協力事業を強力に支援す

ることを主要事業の一つとしてお

りますが，このような状況にあり

ますので，次の点について都道府

県の皆さんのご協力をお願いする

次第であります。

(I)海外技術協力に対する専門技術

者の積極的な参加

(2)海外からの技術研修員受入れに

対する研修機関の積極的な支援。

つきましては，都道府県職員の

みならず広く民間団体，企業等に

対し，国際協力事業 (ODA)につい

てご理解と積極的なご参加をいた

だくよう，特段のご指導をいただ

きたいと存じます。

3 「畜産技術」に対する投稿依頼

について

毎月皆さん方にお届けしている

「畜産技術」につきましては，皆

さん方に喜んでいただ＜ぺく内容

の充実に努めているところであり

ます。

最近，都道府県の皆さんからの

投稿が少なくなっております。特

に，会員だより，地方だより等へ

の積極的な投稿について特段のこ・

指導をいただきたいと存じます。

畜産技術 1992年 7月号 . 



ハングリー精神
阿部亮 (AkiraAbe) 

5時以降，三々五々，企画連絡室に朱まつ

て来る部長，室長さん達とビールを飲みなが

らの雑談の中て‘‘時に若手研究者の話が出る 。

こういう席の常として大慨は批判的，叱咤

激励的，悲憤牒慨的な内容となり，そして「俺

達の若い時にはもっとハングリーだった」と

いう所てお開きになる 。

試験場の若い人達一人一人をつぶさに見て

いくと ,,やる気,,のある連中が多い。朝 7時

前には研究室ての一日が既に始まっている者，

土曜も日曜もなく実験に取組んて‘、いる者，国

際研究集会の応募に何度もチャレンジする者，

プロジェクト研究の課題募集にキラリと光る

玉を持込んて‘‘米る者，国内留学・海外留学て‘‘

力をつけようとしている者など，ハングリー

な精神を持った好漢に沢山出会う事が出来る 。

そう 言った意味ては白髪の男達が酔いに任せ

て悲憤1康慨することは無さそうて‘‘ある。

しかし， そこには功名心に燃えたギラギラ

したものは感じられない。「あいつに負けるも

のか。日本農業を救ってやろう 。一国一城の

主になってリーダーシップを取ってやろう。」

という気慨は表に出てこない。飽くまて‘、もス

マートてある。決して功名心が無いとは思え

ない。抜き身の刀をギラギラとぶら下げて歩

くのが野暮て当世風て‘‘はないからなのか，あ

るいは刀を振回す状況・雰囲気に今の世また

は試験場がないからなのか。

白髪の世代，正確に言うと昭和35-47年頃

の間にいわゆる若手研究者と呼ばれていた人

逹は日本の畜産の拡大• 発展と直接のそして

強い係わりを持って生きて来た。家畜の選

抜 ・改良理論の実用化，人工乳の開発，飼養

R 叩産技術 1992年 7月号

標準の設定，人工授精の確立，胚移植のため

の甚礎技術の開発等がその代表的なものてあ

ろう 。荒野の草を刈る如く畜産業と畜産研究

とを結びつける索材が目の前に拡がり，研究

者は自分の仕事が畜産の何処に位置している

かを確認しながら反応を確かめながら進む事

が出来た。

産業が未成熟てかつ急速な発展を強いられ

る過程ては研究者の主張が権威として通り，

それ故に,,やる 気”のある若者は「俺が，俺

が」をフンプンとさせていた。

しかし，畜産という産業が成熟し研究謙

術に携わる人の層が厚くしかも多様化，復梢

化し， そして何よりも産業自体の基盤が揺れ

動き明白の展望が定かてない今，「ハングリー

精神を表に出せ」 と簡単に言う方が無理かも

知れない。だが，やはりそれは出して欲しい

全体に元気の無い時にこそ，士気を鼓舞する

若者の存在は有難い，頼りになる，そこに話

路を求める事が出来る 。

畜産を取り巻く不安定要素そのものを，逆

手に取って，「個人と組織のハングリ ー精神」

高揚に結びつけるのが，今，最も大切な事の

様に思う 。牛肉の自由化，ガットウルガイう

ンドての乳製品問題の行方，畜産農家数の段

階的減少，環境問題，飼料原料，特定品種の

家畜・家禽の輸入に付随して入って来る外目

畜産技術への対抗，畜産の研究 ・技術ニーズ

の高度化， 80万ヘクタールの余剰水田の畜産

的利用，荒野の未開拓分野としての家畜遺伝

子・ゲノム研究への挑戦等々とハングリ ー精

神を燃え立たせる要索に不自由はしない。

どんな基礎研究てあれ， 自分の立つ位置を

確かめ，問題意識を持って，ギラギラと生意

気て良いから，向かって行って欲しい。私It

研究室長時代，室の人に何時も 「若い時にIt I 

生意気の方がいい， そういう奴の方が仕事を

する。」と 言って来た。年寄りが生意気て若手

が物分かりが良いというのては話にならない。

（農林水産省畜産試験場）



家畜糞尿問題
阿部亮 (AkiraAbe) 

「他の分野の研究は少し休んて‘貰っても構

蒻い，今はとにかく家畜糞尿の処理・利用

凋題に取組んて‘欲しい」 とよく 言われる。

「経営を良くする技術の前に経営の存廃に

社る事を先にやってくれ」が言外にある。

畜産試験場ても以前から堆肥化，活性汚泥

嵐臭気，粉じん，衛生害虫等に関する多く

0仕事をして来ているが， その内容は周知の

靡として，ここては触れない。

これからの研究の視点を考えてみた。

8本は毎年1700万トン前後の穀類を輸入し，

津に同じく輸入原料をベースとする大豆粕，

7スマなどを加えて2,400万トンの配合飼料

t生産しているが， その75%が鶏豚用に供

ぜられる。飼料原料の使用量から鶉と豚の飼

肋極く大雑把な配合組成を見ると，鶏の場

令，穀類が65%,油粕類が12%として魚粕そ

順 3%てあり，豚の場合には穀類が72%,

麟 が15%そしてヌカ類，魚粕類が13%て‘‘

秘。いずれにしても穀類が圧倒的に多い。

睛の主成分はデンプンてあり，例えばトウ

hコシの乾物は約70%のデンプンて‘‘占めら

れる。鶏・豚によるテ‘‘ンプンの消化率は100%

（，故1ここれは糞中には出てこない。

睫IJ)一つはリンてある。穀類，ヌカ類，

這IJ)リ‘

（含れれ
心中にはフィチン態のリンが多

，その消化率は無機態のリンに比べ

蒻に低し‘。不消化のまま排泄されたリン

I! 拠理の過程て無機化し，汚染物質となるケ

、刃が多いと考えられる。

トゥモロコ、、

恥ィ
／の場合，含まれるリンの約60

菫t'ある。
チン態てあり，大豆粕てはその値が

飼料原料中のフィチンリンの無機化が出来

れば給与飼料中のリンの含量 も減らす事が可

能てある。原料そして排泄物中のフィチン態

リンの挙動解明が，大きく家畜糞尿問題に貢

献する様な気がする 。

話が変って，畜産の研究分野としては育種，

繁殖，生理，飼料・栄養，畜産物加工，施設・

管理，環境と種々あるけれど， それぞれに独

立・独歩て‘、それぞれの領域における至上の目

標を目ざす傾向が強い。

その昔，北海道農業試験場に居た時，隣の

機械化栽培研究室の室長が育種屋さんに向っ

て「そんなにたくさん取れるアズキの育種は

いいから，病気に強くて機械作業に適したサ

ヤの強度を持ったやつを作ってくれれば良い

んだよ」と 言っていたのを思い出す。

家畜糞尿処理・利用を中心に据えた畜産研

究の在り方，方向，個別技術の総合化（シミ

ュレーション）を推進してゆく人が，家畜糞

尿処理の研究を専門とする人以外にいても良

いのてはと思っている。

最後に，手元にある農家の悲鳴の一つを紹

介する。「乳質向上のために粗飼料を多く給与

するのて糞が多く，ハウス乾燥ては全てが乾

燥しない。乾燥しない牛糞の処理に醗酵処理

を考えているが，経費がかかって困ってい

る。」

乳脂肪の取引基準が3,5%に上昇した時か

らの問題てあろう。高い乳量水準て｀乳脂肪率

をこのレベルに維持するためには乳牛の第一

胃発酵を正常に保たねばならず，都府県の酪

農家は輸入乾草の購入と給与て‘、それに対応し

ている。生乳の消費量は伸びており，夏場は

生産が追付かない所が多いとも聞く。乳質の

向上がそれに与っているという事もあろう。

その限りては結構な事てあるが， そのシワ

ヨセが糞尿処理の所に来ている。消費のニー

ズに答えようとすると環境保全のニーズに逆

1了せざるを得ないケースがここにはある。

畜産技術 1992年 7月号 〇り



‘ 「ひもじさと寒さと恋を比ぶれば…」

続きは，「恥ずかしながらひもじさがさき」

と続くとのことてあります。

昨今の暖率飽食の時代て‘‘は，特に若い人達

にはなんのことか理解が出来ない方が多いて‘

しょう，「トップモードのファッションて着飾

っても，美女（美男）の彼女（彼氏）を伴な

っていても空腹を満たすことは出来ない」と

言う人間社会ては食物が一番必要て‘ヽ，大事て‘‘

あると言う当たりまえのことを端的に表現し

ているものて‘す。昭和20年代の始めの食料不

足の時代を経験された人は， その当時，恋に

は関係なかった年令の人ても，理解される人

が多数だと思し、ますが・・・・・・，

風剌漫画的には，美女（美男）， トップモー

ドのファッション，握り飯とが並んていて，

空腹に我慢出来ない人が迷わず握り飯に手を

のばしている絵となるのて‘‘しょう。

こういうことを練々並べ立てて世の中を憂

れうつもりはありません。唯，いかに人間の

世界が進歩，発展しても‘‘食”を抜きにして

は人類の存在はありえないということて‘す。

とすると，食を提供するために努力をして

いる人たちがもっと自信を持ってよいことに

なるのてはないて‘しょうか。

このことを，我々の畜産の世界に無理に当

てはめて見るとどうなるのて‘‘しょうか，

ひもじさは飼料，寒さは畜舎等の施設，恋

は繁殖とてもなるのて‘‘しょうか，畜産の世界

ては，よく （便宜的に）あの人は乳牛の専門

家，肉牛の専門家あるいは，豚の専門家，飼

料の出身等と仕分けがされますが。

このなかて，特に飼料の出身の技術者の人

R 畜産技術 1992年 7月号

ては現場て‘ヽ，管理者あるいは家畜の担当者か

ら以下に述べるようなお叱りを受けた経験を

された方は多いのてはありませんか「今年1ふ

放牧草，乾草あるいはサイレージの質が悪か

ったのて‘乳拭が少なかった，増体籠が少なか

った等々」その度に自信を喪失されたのては

ありませんか。

こういうお叱りを項戴するたびに，日に1ふ

出さないまても農学の講義の最初にてて（ふ

野口博士の「農学原論」の作物の収盤は遺伝

環境，管理の三角形の法則によるという内容

を自問して，家畜だってそうてはないのか，

いくら良い粗飼料を作っても家畜の退伝的稲

力は越えることはいかんともしがたいてはな

いかと反発するようなことを・・・・・・，

家畜の世界ては，先端技術を駆使した改良

の速度が急速に進んており，家畜の遺伝的能

力も判明してくると飼料の担当者は家畜の稲

力に応じた定質の飼料を定時，定量に供給し

ていくことがいま以上期待されてくることと

おもいます。

家畜の担当者が作出した家畜の高い潜在稲

力を十分に発揮させる一方の鍵は飼料の技庸

者の手の中にあるのてはないて‘‘しょ？
ァか， A

間の世界と同様に畜産の世界ても「餌（食）」

を提供する人は自信を持っていいのてはあり

ませんか。

家畜だって人と同様に「ひもじさがさき」

て‘‘しょうから。
(Q) 

— , , .......... 



我4年度全国畜産関係 会 長鹿野茂千葉畜産セ

縣長会総会開催される 副会長澤口靖雄岩手畜試

／／ 山口和光兵庫畜試

ニ既4年6月2日，全ラ連会館 II 前田康徳 嵩知畜試

双午前中は通常総会午後は研 II 田口芳昭 熊本函研

合が開催され，本年度畜産研究 代表世話人桜井麻男 山形畜試

祠として，次の方々が表彰さ II 佐藤義信 茨城函試

II 東志郎石川畜試

辻，本年度役員が次のとおり
／／ 遠藤卓夫 岡山総合畜セ

c::: された。
II 伊波寛侑 沖縄畜試

写
真
後
列
右
か
ら
↓
左
へ

前
列
右
か
ら
↓
左
へ

平成 4年度 畜産研究功労者

氏名 現 職
， 

吉田晶二
青森県畜産試験場

次長（五戸支場長）

丹野裕介
秋田県畜産試験場

中小家姦部長

石井幸夫
茨城県畜産試験場

主任研究員兼飼料開発部長

三 上 亮
千葉県乳牛育成牧場

次長

兼子良夫
愛知県畜産総合センター

卜—

段戸山牧場育成課長

立浦凱一
石川県畜産試験場

次長

齋藤健光
兵庫県中央農業技術センター

主任研究員兼家姦部長

山下弘昭
兵庫県中央農業技術センター

畜産試験場1日馬分場長

石田正之
岡山県総合畜産センター

次長

徳武健一
香川県畜産試験場

主席研究員

山口俊彦
長崎県畜産試験場

次長兼養豚科長

日高淳一
宮崎県畜産試験場

主任研究員

即amm、1f='-」日9皿羅
9畜産分野における技術協力の要請は科実に増大するばかりてなく，その内容も多様化しております。(ts)畜産技術

訟しては，畜産に携わっている技術者の皆様）jに，洵外技術協力に対するこ:・理解を一陪深めていただくととも

心flら派造訓)'家としてi11i外に赴き，より多くの間発途 1ご国の人々と技術交流を辿じた相互理解を深め，さらに

暉験をもとにII本の畜産の発展に貢献していただければと思っております。

●平成2年10月，畜産に関する国際協力を事業目的の一つとする（柏畜産技術協会の発足

に伴い，海外派遣のための人材登録の業務を当協会が行うこととなりました。

海外での畜産技術協力に参加したい方々，将来参加しようと考えている方々には是非登録

されることをお奨めします。

9月1本的には「11り外における畜産技術協力専I"ぽ派追についての意向調査票」に記人いただき， 当会にご提出

ぃt、‘だ（だけて登録されます。調査票については， ド記にお問い合わせ下さい。

社団法人畜産技術協会

〒113東京都文京区湯島 3-20-9緬羊会館内

Tel.03-3836-230 I (代表） Fax.03-3836-2302 



●テンポイント 優駿BOOKS=l ●月刊優駿

美しくも哀しい名馬が鮮やかによみかえる。 競馬グルメの月刊誌。毎月25日発売。

文•吉川良 写真・今井寿恵/1,500円／〒450円 600円／〒80円

●シンポリルドルフ優駿BOOKS=2 ●競馬を読めば

史上最強の名馬か鮮やかによみがえる。

文・木村幸冶 写真・今井寿恵/1,500円／〒450円

古今東西、競馬の名著を紹介。

武市好古/1,600円／〒400円

●競馬漂流

フォト＆エッセイ久保吉踊写真集

久保吉輝/2,800円／〒450円

●ウマから生まれた馬の本

馬好きに贈る好奇心100%の本。

中央競馬PRC編/1,300円／〒400円

●ヨーロッバ競馬ガイド
英•仏 ・ 独……ヨーロッ パのすべての競馬場を
徹底ガイド。

渡辺敬一郎/2、800円／〒400円

●名馬物語

時代とともに生きた名馬たちがよみがえる。

藤野広一郎/1,500円／〒400円
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 し問あ

新しい鉱塩、新発売

あの鉱塩が道化しました。

新しい鉱塩は最新のミネラル栄養学に基づき、

牛の生体が求める

煙想のミネラル^ ランスに処方しています。

なかでも飼料中に不足がちな

セレンとコ,,,ルトを増量

新しい時代に応えました。

その微量ミネラルが牛の体内で

懺能を発擢するには、

毎日遍量の給与が

効果的であるといわれています。

また圃体毎の妻求量も樺々であることから、

あくまで自由菰貪の固型剤にこだわりました。

新しい時代に新しい鉱塩。

r鉱塩セレニクス」新発売。

琶i~冠ふス
~,( (特長）1潰量ミネラルをハランスよく紀合 してい9す

2セレンを増量しています
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